
第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

前

期

的

な

も

の

と

し

て 

第
三
節 

縄 

文 

時 

代 

 

１ 

縄 

文 

時 

代 

 

縄
文
時
代
は
竪
穴
の
住
居
に
住
み
、
縄
目
．
．
の
つ
い
た
土
器
と
石
器
を
使
い
、
魚
類
・
け
も
の
・
鳥
な
ど
を
獲
り
、
木
の
実
や
自
然
の

草
・
根
な
ど
を
食
べ
て
暮
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
一
口
に
縄
文
時
代
と
い
っ
て
も
非
常
に
長
い
期
間
で
あ
っ
て
、
大
凡
一
万
年
位

前
か
ら
七
千
年
程
続
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
長
い
期
間
の
事
が
ら
を
、
土
を
掘
り
、
土
器
や
石
器
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
し
よ

う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
り
、
正
確
に
こ
う
で
あ
る

．
．
．
．
．
と
す
る
の
は
至
難
の
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
考
古
学
と
い
う
学
問
は
、
そ
れ
を
究
め
る
人
達
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
よ
り
細
部
に
亘
り
、
よ
り
具
体

的
に
人
類
の
過
去
を
明
確
に
し
つ
つ
進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

 

２ 

白
鷹
町
内
各
期
の
遺
跡 

 

白
鷹
町
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
で
早
期
の
も
の
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
前
期
の
も
の
は
、
土
器
片
が
数
片
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

遺
跡
と
し
て
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
前
期
的
土
器
片
の
見
つ
か
っ
て
い
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

蚕
桑
―
臼
カ
沢 

 

鮎
貝
―
八
幡
及
八
幡
台(

『
鮎
貝
の
歴
史
』)

 

高
岡
―
小
四
王
原 

十
王
―
愛
宕
坂
東 

 

萩
野
―
萩
野
浜 

中
期
の
も
の
は
最
も
多
く
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

蚕
桑
地
区
―
一
四
カ
所 

 

鮎
貝
地
区
―
五
カ
所 

 

荒
砥
地
区
―
三
カ
所 

十
王
地
区
―
七
カ
所 

 
 

鷹
山
地
区
―
五
カ
所 

 

東
根
地
区
―
一
〇
カ
所 

後
期
の
遺
跡
と
し
て
は
、
東
根
地
区
に
二
カ
所
だ
け
確
認
さ
れ
て
い
る
。
晩
期
の
遺
跡
は
晩
期
だ
け
の
遺
物
で
な
く
、
中
期
の
も

の
と
一
緒
で
あ
っ
た
り
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
や
、
須
恵
器
と
混
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

蚕
桑
地
区
―
六
カ
所 

 

鮎
貝
地
区
―
三
カ
所 

 

十
王
地
区
―
一
カ
所 

東
根
地
区
―
一
カ
所 

以
上
各
地
区
の
遺
跡
を
、
各
時
期
毎
に
大
ま
か
に
ひ
ろ
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
荒
砥
の
石
那
田
と
高
岡
の
小
四
王
原
遺
跡
の
外

は
、
発
掘
に
よ
る
確
認
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
表
面
採
集
の
遺
物
に
よ
っ
て
の
判
別
な
の
で
、
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
い
得
な
い
。
殊

に
後
期
遺
跡
の
場
合
は
も
っ
と
多
い
と
思
う
が
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

３ 

日
向
洞
窟
と
宮
遺
跡 

 

置
賜
地
方
縄
文
時
代
の
草
創
期
、
早
期
の
遺
跡
と
し
て
、
高
畠
町
日
向
洞
窟
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
洞
窟
は
昭
和
三
十
年
第
一

次
、
昭
和
三
十
二
年
第
二
次
と
発
掘
が
行
な
わ
れ
、
詳
細
は
『
高
畠
町
史
別
巻
考
古
資
料
編
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

遺
物
と
し
て
は
、
上
部
よ
り
第
四
土
層
の
中
に
縄
文
時
代
草
創
期
を
代
表
す
る
数
多
く
の
隆
起
線
文
土
器
、
押
圧
縄
文
土
器
、
絡

条
、
無
文
、
爪
形
の
各
土
器
と
そ
れ
ら
に
伴
な
う
石
器
、
石
片
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
自
然
遺
物
と
し
て
エ
チ
ゴ
ウ
サ
ギ
や
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
な
ど
一
四
種
の
哺
乳
類
骨
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
・
マ
ガ
ン
な
ど
一
一
種
の
鳥
類
骨
、
両
棲
類
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
骨
、
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ

貝
な
ど
一
〇
種
の
貝
類
の
出
土
を
見
て
い
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

大
木
７
、
大
木 

７
Ｂ
、
大
木
８ 

洞
窟
内
の
第
一
、
第
二
土
層
お
よ
び
洞
前
庭
部
よ
り
の
出
土
遺
物
に
は
、
縄
文
時
代
早
期
、
同
晩
期
の
土
器
、
弥
生
式
土
器
、
土

師
器
須
恵
器
も
見
ら
れ
る
。
石
器
で
は
矢
柄
研
磨
器
、
局
部
磨
製
石
斧
、
尖
頭
器
、
断
面
三
角
形
錐
様
石
器
、
彫
刻
刀
、
植
刃
、
曽

根
形
石
核
、
石
鏃
、
掻
器
形
石
器
、
打
製
石
斧
、
不
定
形
石
器
、
礫
石
器
、
敲
石
、
凹
石
、
磨
石
等
で
、
石
材
は
頁
岩
が
圧
倒
的
に

多
く
、
チ
ャ
ー
ト
、
黒
耀
石
、
瑪
瑙
、
玉
髄
、
硬
質
砂
岩
等
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
出
土
遺
物
、
出
土
層
か
ら
見
て
、
こ
の
洞
窟
は
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
住
居
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

ら
し
く
、
縄
文
時
代
初
期
の
文
化
を
知
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
洞
窟
住
居
の
様
相
を
知
る
上
で
も
例
の
無
い

遺
跡
と
い
え
る
。
な
お
、
高
畠
地
区
の
他
の
洞
窟
に
つ
い
て
も
発
掘
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
遺
物
の
出
土
を
み
て
い
る
。 

昭
和
三
十
一
年
、
長
井
市
十
日
町
の
新
道
で
発
掘
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
遺
物
は
長
井
市
立

図
書
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
最
上
川
と
野
川
の
つ
く
っ
た
段
丘
上
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
縄
文
時
代
中
期

の
土
器
が
主
で
、
石
器
の
出
土
が
非
常
に
少
な
い
。
炉
を
も
っ
た
五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
形
の
住
居
址
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
付
近

は
既
に
住
宅
街
と
な
っ
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上
の
ひ
ろ
が
り
は
確
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る 

 
 

。
ま
た
、
長
井
市
で
は
泉

地
区
の
館
ノ
越
遺
跡
も
発
掘
し
、
宮
遺
跡
に
劣
ら
な
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。 

 
 

『
長
井
の 

歩
み
』



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

４ 

縄
文
時
代
人
と
住
居 

 
約
七
千
年
も
の
長
い
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
を
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
土
器
と
、
石
器
を
使
っ
て
生
き
て
い
た
縄
文
時
代
の
人

達
と
は
ど
ん
な
人
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

『
鮎
貝
の
歴
史
』
、
『
蚕
桑
の
郷
土
誌
』
で
は
、
は
っ
き
り
と
ア
イ
ヌ
人

．
．
．
．
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
各
地
か
ら
縄
文

人
骨
が
発
見
さ
れ
、
縄
文
人
に
つ
い
て
の
説
は
多
様
に
な
っ
て
き
て
お
り
、『
日
本
の
考
古
学
』 

 
 

 

に
依
る
と
、
今
ま
で
発
見

さ
れ
た
人
骨
は
、
時
期
的
に
中
期
以
降
と
く
に
後
・
晩
期
に
多
く
、
地
域
的
に
は
西
部
日
本
に
多
い
。
西
部
日
本
の
縄
文
人
は
、 

 

１
、
放
射
性
炭
素
か
ら
の
推
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、
い
ま
か
ら
約
九
〇
〇
〇
年
前
か
ら
六
〇
〇
〇
年
も
の
間
、
日
本
に
は
縄
文

人
と
総
称
で
き
る
人
々
が
す
ん
で
い
た
。 

２
、
か
れ
ら
以
前
に
日
本
に
先
土
器
文
化
を
の
こ
し
た
人
々
と
の
間
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。 

３
、
身
長
は
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
や
や
低
い
程
度
で
、
大
き
な
頭
、
ひ
ろ
い
顔
を
も
ち
、
そ
の
骨
組
み
は
頑
丈
で
あ
っ
た
。 

４
、
か
れ
ら
は
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
弥
生
文
化
を
の
こ
し
た
人
々
の
大
部
分
は
か
れ
ら
の
子
孫
で
あ
っ
た
。 

縄
文
時
代
人
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。 

縄
文
時
代
の
す
ま
い
は
、
一
般
に
円
形
と
、
方
形
の
竪
穴
住
居
で
あ
る
が
、
高
畠
町
の
日
向
洞
窟
・
観
音
岩
洞
窟
の
よ
う
に
自
然

の
洞
窟
を
利
用
し
て
住
ん
だ
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

床
面
は
地
面
よ
り
も
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
九
年
山
形
市
で
発
掘
さ
れ
た
住
居
址 

 

は
、
地
面
よ
り
も
高
く
盛

土
さ
れ
て
い
る
。
普
通
、
柱
は
方
形
と
円
形
で
差
は
あ
る
が
四
本
～
六
本
位
の
よ
う
で
あ
る
。
木
は
栗
・
楢
な
ど
が
主
で
あ
る
。
屋

根
は
、
円
形
の
場
合
は
円
錐
形
と
な
り
、
方
形
の
場
合
は
合
掌
式
に
組
み
あ
わ
せ
ら
れ
て
切
妻
と
な
る
。
材
料
に
は
、
茅
・
笹
・
木

鈴

木

義

昌

編

河

出

書

房松

波

遺

跡



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

の
皮
な
ど
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

昭
和
四
十
七
年
白
鷹
町
教
育
委
員
会
が
、
高
岡
小
四
王
原
遺
跡
を
発
掘
し
、
そ
の
住
居
址
に
家
屋
を
復
元
し
た 

 
 

 

。
復
元

家
屋
の
略
図
は
、
第
６
図
の
よ
う
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る 

 
 

 

。 
 

本

節

第

1 0

項 

平

吹

利

数

氏

設

計 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

 
 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

狩 

猟 
具 

５ 

狩
猟
、
漁
撈 

 

狩
猟
具
と
し
て
は
、
石
鏃
・
石
槍
な
ど
が
あ
り
、
石
斧
な
ど
も
時
と
し
て
用
い
ら
れ
、
狩
猟
に
は
犬
が
大
き
な
役
割

を
果
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
弓
矢
は
、
狩
猟
活
動
で
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
具
で
あ
り
、
非
常
に

多
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
各
遺
跡
か
ら
た
く
さ
ん
の
石
鏃
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
弓
は
、
木
又
は
竹
で
作
ら
れ
、

泥
炭
層
や
低
湿
地
な
ど
の
限
ら
れ
た
遺
跡
で
だ
け
出
土
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
弓
の
中
に
は
、
一
本
づ
く
り
の
丸
木
弓

と
、
二
本
以
上
の
木
を
合
せ
た
合
せ
弓
な
ど
が
あ
り
、
朱
や
黒
の
漆
を
塗
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
桜
の
皮
や
糸
を
巻
き
、
に

ぎ
り
や
ゆ
は
ず
（
弓
筈
）
の
部
分
に
は
念
入
り
な
彫
刻
な
ど
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
も
あ
る 

 
 

 

。

鏃
や
じ
り

に
は
、
骨
や
、
牙
で
作
ら

れ
た
も
の
も
あ
る
が 

 
 

 
 

 
一
般
に
は
石
鏃
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
石
鏃
は
、
ほ
と
ん
ど
打
製
で
あ
る
。
石
材
は
、
硬
質
頁け

つ

岩

が
最
も
多
く
、
黒
耀
石
や
か
た
く
て
打
ち
欠
き
易
い
（
加
工
の
し
易
い
）
石
質
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
石
材
の
全
国
的
な
地
方

差
と
し
て
は
、
北
海
道
は
黒
耀
石
が
多
く
近

畿
地
方
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
サ
ヌ
カ
イ
ト

と
よ
ば
れ
る
安
山
岩
に
限
ら
れ
、
東
北
地
方

は
圧
倒
的
に
硬
質
頁
岩
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。
石
鏃
の
形
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
作
ら
れ

て
い
る
が
、
有
茎
と
無
茎
が
あ
り
、
有
茎
の

も
の
は
、
無
茎
に
比
べ
て
着
装
に
効
果
的
で
あ
る
。
形
の
一
般
的
な
も
の
は
、
第
７
図
の
通
り
で
あ
る
が
大
小
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
こ

の
よ
う
に
小
さ
な
鏃
を
ど
う
し
て
作
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
精
緻
な
も
の
、
ま
た
こ
れ
が
鏃
か
と
驚
く
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
、
形
・

青

森

県

是

川

遺

跡

白

鷹

町

で

は

見

つ

か

っ

て

い

な

い 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

漁 

撈 

具 

大
小
と
多
様
で
あ
り
、
獲
物
の
種
類
に
よ
っ
て
、
矢
を
使
い
分
け
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
石
鏃
は
縄
文
時
代
を
通
じ
て
、
地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
も
変
化
を
見
、
竹
な
ど

も
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
る
。
又
、
鏃
を
矢
柄
に
固
着
す
る
場
合
、
天
然
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
を
利
用
し
た
例
が
、
東
北
地
方
の
油
田
地
帯
で
見
ら
れ
る 

 
 

 

。 

弓
矢
は
、
獲
物
の
骨
に
つ
き
さ
さ
っ
た
ま
ま
で
発
掘
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
又
、
人
骨
に
突

き
刺
さ
っ
た
ま
ま
で
発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ
る 

 
 

 

。 

槍
は
、
弓
矢
と
共
に
重
要
な
狩
猟
具
で
あ
り
、
武
具
で
あ
り
、
縄
文
時
代
迄
の
早
い
時
期

に
は
盛
ん
に
使
わ
れ
、
時
代
が
下
る
程
発
見
の
数
が
少
く
な
る
。
白
鷹
町
で
も
各
地
で
発
見

さ
れ
て
い
て
、
山
口
の
中
谷
地
・
西
田
尻
の
臼
カ
沢
・
深
山
の
西
向
・
鮎
貝
の
八
幡
台
・
十

王
の
大
豆
田
の
各
遺
跡
か
ら
出
土
を
み
て
い
る
。
石
槍
の
石
材
は
、
石
鏃
と
同
様
に
硬
質
頁

岩
で
あ
り
、
時
と
し
て
槍
だ
け
で
な
く
、
短
剣
的
な
用
途
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。 

犬
に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
骨
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
家
犬
と
し
て
飼
育
さ

れ
、
狩
猟
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
た 

 
 

 

。 

漁
撈
は
、
狩
猟
と
並
ん
で
生
活
上
の
大
事
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
当
地
方
の
漁
撈
場
は
主
と
し
て
最
上
川
で
あ
り
、

支
流
の
小
さ
な
川
も
漁
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。
漁
具
の
主
な
も
の
は
、
釣
る
道
具
、
突
き
刺
す
道
具
、
す
く
う
道
具

で
あ
る
。 

釣
針
は
石
、
骨
、
角
で
作
っ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
、
魚
を
突
き
刺
す
道
具
で
は
モ
リ
・
ヤ
ス
が
用
い
ら
れ
た
。
す
く
う
道
具
と
し

愛

知

県

伊

川

津

貝

塚

青

森

県

是

川

遺

跡

愛

知

県 

吉

胡

貝

塚 
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て
は
網
が
最
も
有
効
で
、
網
の
使
用
は
土
錘
・
石
錘
の
発
見
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
漁
具
の
出
土
は
、
二
カ
所
の
み
で
鮎
貝
八
幡
、

西
田
尻
の
高
田
で
あ
る
。
種
類
は
石
錘
だ
け
で
あ
る
。 

獲
物
は
現
在
と
あ
ま
り
変
り
は
な
く
、
当
地
方
で
は
サ
ケ
・
マ
ス
が
非
常
に
豊
富
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
６ 
石 

器 

 

昭
和
二
十
年
以
降
小
学
校
で
も
原
始
時
代
の
こ
と
が
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
小
さ
い
子
供
が
土
器
片

や
、
石
器
を
拾
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
る
。
し
か
し
以
前
は
好
事
家
が
、
形
の
整
っ
た
石
斧
、
鏃
或
は
完
形
に
近

い
土
器
だ
け
を
収
集
し
て
保
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
鏃
・
磨
製
石
斧
は
、
そ
の
整
っ
た
形
と
美
し
さ
の

た
め
に
よ
く
愛
蔵
さ
れ
て
き
た
。 

石
斧
に
は
、
打
製
石
斧
と
磨
製
石
斧
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
打
製
石
斧
は
形
も
種
類
も
多
い
。
打
製
石
斧
は
、
粘
板
岩
や
頁
岩
を

打
ち
欠
い
て
作
っ
た
も
の
で
、
撥
形
・
短
ざ
く
形
・
分
銅
形
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
形
に
属
さ
な
い
も
の
も
あ
る
。
分
銅
形
は
後
期

に
限
ら
れ
て
い
る
。
打
製
石
斧
は
、
土
掘
り
の
道
具
と
考
え
ら
れ
、
穴
掘
り
や
、
球
根
類
の
採
集
な
ど
に
多
く
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
内
、
石
ベ
ラ
と
い
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
磨
製
石
斧
は
、
チ
ョ
ウ
ナ
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
、
マ
サ
カ
リ
と
し
て
使

わ
れ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
で
、
小
さ
な
も
の 

 
 

 
 

は
、
ノ
ミ
と
し
て
も
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
頭
石
斧
、
多
頭
石
斧
、

環
状
石
斧
、
ま
た
刃
の
部
分
だ
け
を
磨
い
た
局
部
磨
製
石
斧
と
よ
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
。
磨
製
石
斧
は
、
石
質
に
よ
っ
て
は
非
常
に

美
し
い
も
の
が
あ
り
、
用
途
と
し
て
は
一
般
に
木
を
処
理
す
る
工
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
突
く

作
業
に
用
い
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
片
刃
の
も
の
は
チ
ョ
ウ
ナ
で
あ
り
、
両
刃
の
も
の
は
マ
サ
カ
リ
と
さ
れ
て
い
る
。
石

石 
 

斧 

三

セ

ン

チ

メ

―

ト

ル

前

後
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斧
は
、
打
製
・
磨
製
と
も
白
鷹
町
内
各
地
の
遺
跡
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。 

石
皿
は
、
平
た
い
石
の
中
央
部
に
く
ぼ
み
を
つ
け
て
、
植
物
の
堅
果
を
つ
ぶ
し
た
り
粉
に
す
る
道
具
で
あ
る
。
擦
り

石
は
、
こ
れ
と
対つ

い

に
用
い
ら
れ
、
時
に
は
平
石
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
擦
り
石
は
、
長
い
棒
状
の
自
然
石
な

ど
を
加
工
し
て
い
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。 

敲
た
た
き

石
は
、
擦
り
石
同
様
石
皿
と
対
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
住
居
址
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
球
形
か
楕
円
形
の
握

り
易
い
も
の
が
出
て
い
る
。
食
物
の
調
理
用
具
と
し
て
は
、
石
匕
・
石
匙
・
石
小
刀
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
木
の
皮

剥
ぎ
や
、
動
物
の
皮
は
ぎ
、
肉
や
植
物
を
切
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
た
。
石
錐
は
石
器
の
尖
端
を
錐
状
に
と
が
ら
せ
た
も
の
で
、
各

地
の
遺
跡
で
見
か
け
る
。
凹
石
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
平
石
、
丸
石
或
い
は
炉
辺
に
置
か
れ
た
ら
し
く
焼
け
石
な
ど
に
も
二
個
或
は

数
個
の
凹
部
を
な
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ク
ル
ミ
な
ど
を
割
っ
た
と
か
、
火
を
お
こ
す
の
に
用
い
た
と
か
云
わ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
外
に
、
頁
岩
で
ト
ビ
ロ
状
に
作
ら
れ
た
も
の
や
、
様
々
の
形
で
、
用
途
の
推
定
が
で
き
な
い
も
の
が
数
多
く
見
う
け
ら
れ

る
。
一
般
に
見
か
け
な
い
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

深
山
、
西
向
出
土
の
鎌
形
に
調
整
さ
れ
た
も
の
一
個
。
菖
蒲
中
屋
敷
出
土
の
三
脚
石
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
。
用
途
は
不
明
で
あ

る
。
西
田
尻
臼
カ
沢
、
鮎
貝
八
幡
出
土
に
耕
作
棒
と
見
ら
れ
る
も
の
各
一
個
が
あ
る
。
十
王
大
豆
田
出
土
の
、
晩
期
と
見
ら
れ
る
が
、

各
面
全
部
に
幾
何
学
的
模
様
を
刻
ん
だ
幅
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
石
版
の

残
片
一
個
が
あ
り
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
西
田
尻
西
館
出
土
の
大
石
棒
一
個
、
お
そ
ら
く
県
内
で
も
大
形
の
方
で
あ
ろ
う
。
長
さ
一

メ
ー
ト
ル
、
太
さ
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
両
頭
石
棒
で
あ
る
。
こ
の
種
の
石
棒
は
生
活
用
具
と
し
て
で

は
な
く
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
作
ら
れ
た
と
推
定
出
来
る
。
西
田
尻
臼
カ
沢
の
寺
場
と
称
す
る
と
こ
ろ
で
、
半
月
形
の
尖
頭
器
一
個

が
単
独
で
拾
集
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
高
畠
地
方
で
は
縄
文
時
代
前
期
の
も
の
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他
遺
物
の
存
在

石
皿
・
擦す 

り
石
な
ど 
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を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

７ 

土 

製 

品 

 
土
製
品
の
内
で
、
最
も
数
と
種
類
の
多
い
の
が
、
日
常
生
活
用
具
と
し
て
の
容
器
で
あ
る
。
各
地
の
遺
跡
も
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の
時
代
区
分
は
、
出
土
層
位
と
土
器
（
片
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
程
時
代
区

分
を
知
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
の
が
土
器
で
あ
る
。
種
類
・
形
・
文
様
・
土
質
・
焼
成
度
・
厚
薄
多
種
多
様
で
あ
る
。 

文
様
で
は
、
縄
文
時
代
の
名
の
如
く
縄
目
文
、
こ
れ
に
似
た
文
様
の
撚
系
文
が
圧
倒
的
に
多
い
。
高
畠
町
日
向
洞
窟
出
土
な
ど
で

早
期
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
隆
起
線
文
・
爪
形
文
・
絡
条
体
圧
痕
文
・
押
圧
縄
文
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
櫛
目

文
・
沈
線
文･

刺
突
縄
文･

羽
状
縄
文･
擦
消
縄
文
、
晩
期
に
な
っ
て
工
字
文
、
各
期
を
通
じ
て
無
文
、
そ
れ
に
前
掲
の
縄
目
文･

撚
糸

文
等
が
あ
る
。
こ
れ
に
渦
巻
を
つ
け
た
も
の
、
コ
ブ
の
つ
い
た
も
の
な
ど
も
あ
る
。
底
の
種
類
は
尖
底 

 
 

 
 

･

丸
底･

平
底
が

あ
る
が
、
平
底
は
最
も
一
般
的
で
数
が
多
い
。
台
付
の
土
器
も
あ
る
。
形
と
し
て
は
、
壺
・
甕
・
円
筒
・
鉢
・
皿
な
ど
が
主
で
、
時

代
が
下
っ
て
く
る
と
片
口
・
注
口
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
又
、
小
壺
や
急
須
の
よ
う
な
日
常
品
も
作
ら
れ
て
い
る
。
土
器

の
口
縁
部
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
飾
り
を
つ
け
た
も
の
が
、
縄
文
時
代
中
期
に
な
っ
て
全
盛
を
極
め
る
。
本
町
の
遺
跡
の
中
で
は
、

荒
砥
石
那
田
・
高
岡
小
四
王
原
・
横
田
尻
生
ノ
原
な
ど
の
遺
跡
に
片
鱗
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
精
緻
さ
、
豪
華
さ
、
美
し
さ
は
眼
を
み

は
る
も
の
が
あ
り
、
如
何
に
し
て
縄
文
人
が
こ
の
よ
う
に
偉
大
な
芸
術
作
品
を
成
し
と
げ
た
の
か
と
感
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

土
製
品
全
般
を
通
じ
て
、
焼
成
度
は
、
い
わ
ゆ
る
素
焼
の
段
階
で
あ
っ
て
、
窯
は
作
ら
ず
野
焼
き
で
、
七
、
八
百
度
の
熱
度
で
あ

る
。
土
質
は
赤
粘
土
・
青
粘
土
で
あ
る
。
土
器
全
般
の
用
途
は
日
常
飲
食
器
、
液
状
容
器
、
ク
ル
ミ
・
栗
な
ど
の
食
料
の
保
存
容
器
、

土 
 

器 

早

、

前

期

に

限

ら

れ

て

い

る
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煮
沸
器
、
祭
祀
用
器
な
ど
に
用
い
ら
れ
西
田
尻
臼
カ
沢
遺
跡
か
ら
は
土
器
と
共
に
ク
ル
ミ
の
炭
化
し
た
も
の
が
出
て
い
る
。
時
折
土

器
片
の
内
側
に
油
脂
性
の
炭
化
物
が
こ
び
り
つ
い
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
あ
り
、
外
部
に
ス
ス
．
．
の
付
着
し
た
も
の
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
る
。
土
器
の
大
型
の
も
の
は
、
高
さ
七
、
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
も
の
も
あ
り
、
移
動
に
は
不
便
と
見
ら
れ
る
の
で
、

貯
蔵
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
高
岡
小
四
王
原
遺
跡
の
第
一
次
発
掘
地
の
炉
下
よ
り
出
た
土
器
片
を
推
定
復
元
し

た
と
こ
ろ
、
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
の
も
の
に
な
っ
た
。
土
器
の
中
で
、
日
常
生
活
用
品
と
し
て
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い

も
の
、
即
ち
口
縁
部
に
豪
華
な
装
飾
を
施
し
た
も
の
な
ど
は
、
祭
祀
の
供
物
用
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

土
偶
の
も
つ
意
味
は
、
い
ろ
い
ろ
に
云
わ
れ
て
い
る
が
、
呪
術
的
な
も
の
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
信
仰
的
な
行
事
に
、

と
き
に
は
葬
制
に
も
関
係
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
町
の
遺
跡
で
は
土
偶
の
出
土
は
非
常
に
少
な
い
。
鮎
貝
八
幡
遺

跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
現
在
行
方
不
明
で
あ
る
。
西
田
尻
臼
カ
沢
遺
跡
出
土
の
土
偶
は
小
さ
な
も
の
で
、
頸
部
が
打

損
し
頭
部
の
み
に
過
ぎ
ず
、
耳
飾
り
の
文
様
を
施
し
て
お
り
、
下
部
片
と
肩
部
の
も
の
で
、
肩
部 

 
 

 
 

の
両
面
に
難
解
な
文

様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
荒
砥
石
那
田
遺
跡
出
土
の
も
の
は
山
形
大
学
に
あ
る
。 

 

８ 

食
料
・
衣
料
・
信
仰 

 

縄
文
時
代
人
の
食
料
に
は
、
日
向
洞
窟
に
見
ら
れ
る
獣
・
魚
・
鳥
の
外
、
食
用
と
な
る
動
物
は
す
べ
て
そ
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
海
岸
地
方
で
は
、
多
く
貝
が
食
べ
ら
れ
た
が
、
当
地
方
で
は
カ
ラ
ス
ガ
イ
・
シ
ジ
ミ
程
度
で
あ
る
。
山
野
に
自
生
す
る

食
料
で
は
ク
リ
・
ヤ
マ
モ
モ
・
ト
チ
・
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
小
さ
な
木
ノ
実
で
あ
る
。
草
根
類
に
つ
い
て
は
、
ユ
リ
・
ヤ
マ
イ
モ
を
始

め
と
し
て
、
現
在
山
菜
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
も
の
は
当
然
食
べ
た
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
山
ブ
ド
ウ
・
ア
ケ
ビ
な
ど
は
珍
重
さ
れ

土 
 

偶 

腕

部

を

表

し

た

も

の

か
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こ

の

石

棒

は

、

水

田

の

排

水

工

事

の

際

の

単

独 

出

土

な

の

で

こ

れ

以

上

の

こ

と

は

わ

か

ら

な

い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

縄
文
人
の
身
に
ま
と
っ
た
も
の
は
、
腐
れ
易
い
性
質
上
発
掘
さ
れ
る
例
は
少
い
。
一
般
に
木
・
草
か
ら
と
っ
た
繊
維
、
ク
マ
・
シ

カ
な
ど
の
皮
、
又
、
魚
皮
な
ど
も
利
用
さ
れ
た 

 
 

。
縄
文
時
代
を
通
じ
て
編
物
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
土
器
に
つ
け
た
縄
目
文
や

撚
糸
文
な
ど
か
ら
も
判
断
さ
れ
る
が
、
北
海
道
や
宮
城
県
な
ど
で
出
土
し
て
い
る 

 
 

 

。 

当
地
方
で
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
環
状
列
石
と
称
さ
れ
る
も
の
や
、
立
石
（
立
棒
）
な
ど
が
あ
る
。
土
偶
や
西

田
尻
西
館
か
ら
の
出
土
品
大
石
棒
な
ど
は
、
何
等
か
の
信
仰
の
対
象
物
で
あ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

。 

 

９ 

気 
 

候 

 

次
に
、
縄
文
時
代
の
気
候
に
つ
い
て
、
山
形
大
学
柏
倉
亮
吉
名
誉
教
授
の
『
遺
跡
と
気
温
』
に
依
り
当
地
方
を
み
る
こ
と
に
す
る
。 

「
氷
河
時
代
の
寒
冷
か
ら
暖
か
い
方
へ
気
温
が
方
向
転
換
し
た
の
は
、
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
こ
と
だ
と
い
う
。
暖
か
く
な
れ
ば

氷
が
融
け
て
海
面
が
高
く
な
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
試
み
が
あ
る
。
関
東
地
方
を
舞
台
と
し
て
行
な
わ
れ
た
貝

塚
の
分
布
調
査
で
あ
る
。 

貝
塚
は
も
と
も
と
海
棲
の
貝
類
を
人
類
が
と
っ
て
肉
を
た
べ
、
殻
は
付
近
に
棄
て
た
。
そ
の
堆
積
の
あ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
本
来

は
海
岸
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
所
に
あ
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
分
布
を
見
る
と
、
あ
る
貝
塚
は
今
も
海
岸
か
ら
か
な
り
奥
地

に
あ
る
。
例
え
ば
湯
野
山
貝
塚 

 
 

 
 

は
犬
吠
岬
か
ら
利
根
川
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
〇
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
標
高
三
〇
メ
ー

ト
ル
の
高
み
に
あ
る
。
遺
物
か
ら
見
る
と
縄
文
前
期
の
も
の
だ
が
貝
殻
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で
あ
る
。
そ
の
ヤ
マ

ト
シ
ジ
ミ
は
満
潮
期
に
潮
の
さ
す
河
口
の
よ
う
な
場
所
を
生
息
地
と
し
て
い
る
か
ら
、
縄
文
前
期
に
は
、
そ
の
高
さ
の
所
迄
、
海
が

北

海

道

に

多

い

宮

城

県

山

王

遺

跡

茨

城

県

結

城

郡

石

下

町



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

進
ん
で
い
た
（
海
進
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
関
東
地
方
の
現
沖
積
平
野
の
大
部
分
が
海
面
下
に
没
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期 

 
 

を
境
に
し
て
、
海
進
は
止
ま
り
、
以
後
は
海
面
が
順
次
低
下
し
、
奥
深
く
湾
入
し
た
海
岸
線
も

次
第
に
後
退
を
始
め
、
現
代
の
海
岸
線
ま
で
後
退
を
続
け
て
き
た
。 

山
形
県
で
は
、
表
日
本
の
よ
う
な
遠
浅
で
な
い
か
ら
か
、
貝
塚
は
ご
く
少
な
く
吹
浦
遺
跡
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
は
標
高
二
〇
メ
ー

ト
ル
そ
こ
そ
こ
の
丘
陵
に
淡
水
産
の
シ
ジ
ミ
を
主
と
す
る
貝
塚
で
あ
る
。
点
在
す
る
貝
塚
の
数
々
を
つ
な
ぎ
合
せ
て
古
海
岸
を
出
す

と
い
う
好
プ
レ
イ
は
で
き
な
い
。
し
か
し
貝
塚
と
関
係
な
し
に
、
遺
跡
一
般
の
立
地
に
目
を
つ
け
る
と
、
や
は
り
面
白
い
こ
と
が
出

て
く
る
。
面
白
い
こ
と
は
、
県
内
の
大
抵
の
地
域
で
、
標
高
の
高
い
所
に
縄
文
前
期
の
頃
の
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

た
と
え
ば
、
置
賜
平
野
を
め
ぐ
る
山
地
で
は
、
板
谷
近
く
の
高
野
原 

 
 

 

、
松
川
上
流
の
渋
川 

 
 

 

、
大
平 

 
 

 

、

南
陽
市
の
大
野
平 

 
 

 

は
最
も
高
度
の
高
い
も
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
縄
文
早
期
、
前
期
、
中
期
前
半
の
遺
跡
で
あ
る
。
村
山
平

野
周
辺
で
は
、
黒
伏
山
中
腹
の
標
高
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
遺
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
同
じ
高
さ
の
蔵
王
温
泉
の
遺

跡
は
確
か
縄
文
中
期
と
聞
い
て
い
る
。
上
山
西
方
山
地
の
黒
森 

 
 

 

、
出
口 

 
 

 

の
両
者
は
前
期
の
も
の
、
白
鷹
山
腹
の

．
．
．
．
．

獄
原
．
．
は 

 
 

 

中
期
前
半
で
あ
る
。
最
上
地
方
の
最
高
位
が
小
国
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
鍋
倉
遺
跡 

 
 

 

が
中
期
で
あ
り
、
庄

内
地
方
で
は
田
麦
俣 
 

 
 

を
例
外
と
し
て
櫛
引
の
天
狗
森 

 
 

 

の
中
期
、
鶴
岡
市
の
河
倉 

 
 

 

の
前
期
が
地
方
で
の

最
高
位
置
に
あ
る
。 

つ
ま
り
、
縄
文
前
期
頃
の
遺
跡
が
地
域
で
は
一
番
高
い
所
に
あ
っ
て
、
他
の
時
代
の
遺
跡
を
眼
下
に
見
下
し
て
い
る
形
で
あ
る
。

い
い
換
え
れ
ば
縄
文
早
期
か
ら
中
期
初
頭
の
人
た
ち･

･
･
･
･
･

代
表
し
て
い
え
ば
縄
文
前
期
人･

･
･
･
･
･

が
一
番
高
い
所
迄
居
住
地
と
し

て
選
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
で
仮
り
に
現
代
の
気
温
の
常
識
を
当
て
は
め
て
み
よ
う
。
山
に
登
っ
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
高
く
な
れ
ば
気
温
は
約
〇
・
六
度

五

四

〇 

メ

ー

ト

ル

六

五

〇 

メ

ー

ト

ル

縄

文

前

期

中

葉

四

六

〇 

メ

ー

ト

ル

四

五

〇 

メ

ー

ト

ル

六

四

〇 

メ

ー

ト

ル

六

〇

〇 

メ

ー

ト

ル

六

四

〇 

メ

ー

ト

ル

三

五

〇 

メ

ー

ト

ル

五

六

〇 

メ

ー

ト

ル

三

六

〇 

メ

ー

ト

ル

三

二

〇 

メ

ー

ト

ル



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

低
く
な
る
。
だ
と
す
る
と
、
高
野
原
遺
跡 

 
 

 

で
は
今
の
置
賜
平
坦
地 
 

 
 

よ
り
平
均
で
三
度
低
い
気
温
だ
と
い
う
計
算

に
な
る
。 

そ
う
い
う
高
原
野
で
の
生
活
を
可
能
に
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
。
生
活
物
資
の
豊
富
さ
と
い
う
点
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ

の
奥
に
ひ
そ
ん
で
大
き
い
の
は
気
温
が
高
か
っ
た
と
い
う
自
然
条
件
で
は
な
い
か
。
地
質
学
者
が
そ
れ
に
つ
い
て
、
当
時 

 
 

の

気
温
が
今
よ
り
も
摂
氏
二
度
程
高
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
数
値
的
に
余
り
に
も
ぴ
っ
た
り
し
過
ぎ
て
こ
わ
い
よ
う
だ
が
、

ま
さ
し
く
う
な
ず
か
れ
る
話
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
高
位
遺
跡
の
あ
る
も
の
は
、
終
戦
後
、
外
地
引
揚
げ
者
に
対
す
る
開
拓
地
に
割
当
て
ら
れ
た
。 

そ
れ
ら
に
は
低
地
に
余
裕
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
半
強
制
的
な
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
高
地
に
何
ら
の
強
制
な
し
に

住
居
を
構
え
た
の
が
縄
文
前
期
人
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
高
地
居
住
の
現
実
の
裏
に
、
気
温
的
要
素
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
」 

 
 

。 

 

10 

白
鷹
町
内
の
遺
跡
に
つ
い
て 

 

白
鷹
町
内
の
縄
文
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
の
中
で
概
要
を
述
べ
た
が
、
町
内
で
最
初
か
ら
遺
跡
調
査
の
目
的
で
発
掘
さ
れ
た

と
こ
ろ
は
一
カ
所
も
な
く
、
石
那
田
遺
跡
は
荒
砥
高
等
学
校
敷
地
整
備
中
に
発
見
し
発
掘
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
四
王
原
遺

跡
は
町
営
水
道
浄
水
場
建
設
の
際
発
掘
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
遺
跡
は
開
墾
、
耕
作
、
排
水
工
事
等
に
よ
っ
て
出
土
し
た

遺
物
を
表
面
拾
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
一
遺
跡
の
遺
物
が
一
カ
所
に
全
部
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

最
上
川
左
岸
の
遺
跡
は
、
二
八
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
麓
地
帯
、
第
一
湧
水
地
帯
、
最
上
川
河
岸
段
丘
上
と
に
分
け
ら
れ
る
。

六

五

〇 

メ

ー

ト

ル

傍

点

筆

者

一

五

〇 

メ

ー

ト

ル

縄

文

時

代



第二章 原始時代 
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大
豆

田

こ
の
内
小
四
王
原
、
八
幡
は
出
土
面
積
（
居
住
区
域
）
の
広
さ
で
は
群
を
抜
き
、
特
に
八
幡
の
遺
物
は
複
数
の
時
期
に
及
ん
で
お
り
、

縄
文
時
代
を
知
る
上
に
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。
又
、
縄
文
の
遺
物
に
混
っ
て
、
土
師
器
や
須
恵
器
も
見
ら
れ
る
遺
跡
が
あ
る 

 
 

 

。

今
後
注
意
し
て
見
る
必
要
の
あ
る
遺
跡
と
し
て
は
、
石
器
・
石
片
だ
け
が
あ
っ
て
土
器
片
の
見
つ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
一
応
縄
文

遺
跡
と
し
て
あ
る
が
地
層
ロ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
尚
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

 
 

 
 

 
 

。 

従
来
、
高
玉
地
区
で
遺
跡
の
発
見
が
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
東
高
玉
地
区
で
二
カ
所
確
認
で
き
た
。
八
元
田
遺
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
、
等
高
線
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
河
岸
段
丘
上
で
、
改
田
の
際
縄
文
期
の
土
器
・
石
器
と
須
恵
器
片
が
多
数
収
集

さ
れ
た
。
ま
た
、
地
主
の
話
で
は
窯
跡
ら
し
き
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
南
田
遺
跡
は
、
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
岸
段
丘
上

で
大
鮎
貝
沢
左
岸
に
な
る
。
縄
文
晩
期
末
の
土
器
片
が
基
盤
整
備
の
際
多
数
収
集
さ
れ
た
。
東
高
玉
地
区
の
最
上
川
河
岸
段
丘
上
で

は
、
今
後
尚
遺
跡
の
確
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。 

最
上
川
右
岸
地
帯
は
、
河
岸
段
丘
や
扇
状
地
の
発
達
が
非
常
に
貧
弱
な
た
め
、
最
上
川
に
そ
そ
ぐ
小
川
の
ほ
と
り
に
遺
跡
の
あ
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
萩
野
村
松
平 

 
 

や
、
浅
立
八
カ
森 

 
 

は
高
所
に
あ
り
、
し
か
も
萩
野
浜
で
は
前
期
的
特
徴
を
も

つ
土
器
片
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
当
地
方
と
し
て
は
早
く
拓
け
た
と
見
ら
れ
て
い
る
十
王
地
区
に
は
、
縄
文
時
代
に
も
住
み
易
い
場

所
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
比
較
的
遺
跡
の
数
が
多
く
、
縄
文
中
期
、
晩
期
、
土
師
器
と
混
合
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る 

 
 

。
特
別

な
遺
跡
と
し
て
は
畔
藤
岡
の
台
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
標
高
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
低
地
で
、
現
在
で
は
河
岸
段
丘
と
最
上
川
の

中
間
平
地
で
あ
る
。
最
上
川
右
岸
地
帯
と
し
て
は
珍
ら
し
い
場
所
で
あ
る
。 

最
上
川
を
下
っ
て
川
巾
の
せ
ま
く
な
る
峡
谷
部
下
山
、
佐
野
原
、
大
瀬
方
面
で
は
、
遺
跡
と
し
て
は
っ
き
り
と
認
め
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
僅
か
な
が
ら
石
器
片
等
の
拾
集
で
そ
の
痕
跡
を
知
り
得
る
。
昭
和
四
十
九
年
左
岸
に
あ
る
白
鷹
町
と
朝
日
町
の
境
の
橋
（
堺

橋
）
工
事
の
際
、
朝
日
町
分
で
遺
物
の
出
土
を
み
て
お
り
、
右
岸
に
於
け
る
遺
跡
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
。 

 

三
二
〇 

メ
ー
ト

八
幡
、
西
向
、
飯
詰
、

八
幡
台
、
中
町
西
の

各
遺
跡

上
ノ
台
、
唐
松
Ｂ
、
風
袋
、

中
善
寺
平
、
赤
坂
の
各
遺
跡

高
玉
村
水
帳
で
は
八
貫
田
と
な
っ

て
い
る
が
現
呼
称
と
す
る 

弘
化
三
年
― 

一
八
四
六
―
の 

五
八
〇 

メ
ー
ト
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蚕
桑
地
区
の
縄
文
遺
跡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
八
カ
所
で
、
そ
の
外
に
石
器
等
の
単
独
出
土
地
が
六
カ
所
あ
る
。
大

ま
か
に
言
え
ば
山
麓
地
帯
、
第
一
湧
水
地
帯
、
最
上
川
河
岸
段
丘
上
に
分
け
ら
れ
る
。
山
麓
地
帯
は
標
高
二
八
〇
～

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
帯
で
、
臼
カ
沢
で
は
前
期
的
特
徴
を
持
つ
土
器
片
と
石
器
が
僅
か
含
ま
れ
、
上
ノ
台
で
は
土
器
は
発
見
で
き

ず
石
器
だ
け
で
、
こ
の
中
に
無
土
器
時
代
の
も
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
も
の
が
一
個
あ
る
が
、
そ
の
他
は
全
部
中
期
の
遺
物
で

あ
る
。
第
一
湧
水
地
帯
遺
跡
の
遺
物
は
、
一
部
を
除
い
て
は
後
期
～
晩
期
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
最
上
川
河
岸
段
丘
上
の
遺
跡
は
四

カ
所
見
ら
れ
る
が
、
中
町
西
は
縄
文
と
須
恵
器
が
混
在
し
て
お
り
、
生
の
原
は
中
期
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
各
遺
跡
共
に
耕
作
、
開

墾
等
に
よ
る
表
面
採
集
な
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
定
し
難
い
が
、
収
集
さ
れ
た
遺
物
で
は
以
上
の
こ
と
が
言
え
る
。
単
独
出
土
の

中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
臼
カ
沢
出
土
の
半
月
形
尖
頭
器
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
高
畠
方
面
で
は
前
期
遺
跡
に
出
土
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
で
、
前
期
的
特
徴
を
も
つ
土
器
片
も
あ
る
こ
と
か
ら
尚
注
意
し
て
見
る
必
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
は
打
製

石
斧 

 
 

 
 

と
両
頭
石
斧
な
ど
で
あ
る
。 

尚
、
第
一
湧
水
地
帯
の
遺
跡
は
、
大
部
分
が
後
期
～
晩
期
で
あ
る
こ
と
は
、
縄
文
時
代
人
の
生
活
の
変
化
を
知
る
上
の
手
が
か
り

と
な
ろ
う
。 

⑴ 

西
田
尻 

十
二
堂
遺
跡 

標
高
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
畑
地
で
あ
る
。
遺
物
の
表
面
採
集
だ
け
で
知
ら
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
採
集
さ
れ

た
遺
物
も
散
逸
し
た
も
の
が
多
い
。
縄
文
中
期
の
遺
跡
で
打
製
石
斧
・
石
鏃
・
石
匙
な
ど
が
拾
わ
れ
て
お
り
、
土
器
片
は
一
〇
ア
ー

ル
余
り
の
広
さ
で
採
集
さ
れ
、
集
落
址
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
の
ほ
と
り
で
は
な
い
が
、
山
よ
り
流
れ
出
る
水
を
集
め
易
い
低

地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
水
に
不
足
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尚
手
作
業
に
よ
る
古
く
か
ら
の
畑
地
で
桑
園
が
主
な
の
で
、
そ

の
深
部
は
今
の
と
こ
ろ
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
直
ぐ
近
く
に
名
刹
瑞
竜
院
が
あ
る
。 

蚕 
 

桑 
地 

 

区 

土

掘

り

具

と 

見

ら

れ

る



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑵ 

西
田
尻 

山
ノ
神
遺
跡 

十
二
堂
遺
跡
の
北
方
に
あ
た
り
、
標
高
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
展
望
の
よ
い
地
点
で
傍
ら
を
上
ノ
山
沢
が
流
れ
て
い
る
。

一
部
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
が
、
約
半
分
は
畑
地
と
し
て
遺
物
の
表
面
採
集
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
採
集
さ
れ
た
遺

物
は
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
打
製
石
斧
・
鏃
・
石
匙
な
ど
で
あ
る
が
、
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
半

折
の
六
方
石
が
一
つ
拾
わ
れ
て
い
る
。
石
器
と
し
て
使
用
し
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
縄
文

中
期
遺
跡
と
見
ら
れ
る
。 

⑶ 

西
田
尻 

高
野
の
七
遺
跡 

現
状
は
宅
地
で
あ
っ
て
、
表
面
採
集
に
よ
っ
て
遺
跡
と
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
の
神
遺
跡

よ
り
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
の
と
こ
ろ
で
、
出
土
し
た
遺
物
は
磨
製
石
斧
・
打
製
石
斧
・
石
匙
な

ど
で
、
若
干
の
土
器
片
も
あ
り
縄
文
中
期
と
見
ら
れ
る
。
家
主
の
話
に
よ
れ
ば
、
耕
作
の
際
「
カ
メ
」

ら
し
き
も
の
が
土
中
に
あ
っ
た
が
埋
め
て
し
ま
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。
ま
た
、
土
偶
の
一
部
も
あ
っ

た
が
他
人
に
貸
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
。 

⑷ 

西
田
尻 

大
神
宮
前
遺
跡 

標
高
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
水
田
に
な
っ
て
い
て
遺
跡

と
し
て
知
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
当
時
の
排
水
工
事
の
際
で
あ
る
。
遺
物
は
土
器
数
片
で
、
縄

文
晩
期
と
見
ら
れ
る
。
十
二
堂
遺
跡
か
ら
は
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。 

⑸ 

西
田
尻 

西
館
遺
跡 

先
述
し
た
よ
う
に 

 
 

 

、
排
水
工
事
の
際
に
出
土
し
た
単
独
物
で
あ
る
。
第

10
図
の
如
く
両

本

節

第

８

項



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

頭
の
石
棒
で
あ
っ
て
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
最
太
周
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
花
崗
岩
系
の
石
質
で
あ
る
。

こ
の
種
の
も
の
で
は
全
国
で
も
大
き
い
方
に
属
す
る
。
現
在
は
水
田
で
あ
る
が
将
来
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
る
際
は
、
出
土
す
る
遺
物

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
等
高
線
は
大
神
宮
前
遺
跡
と
同
じ
で
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
線
で
あ
り
、
第
一
湧
水
地
帯
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
縄
文
中
期
後
半
か
そ
れ
以
降
と
見
ら
れ
る
。
尚
、
こ
の
種
の
も
の
は
日
常
生
活
用
具
と
し
て
は
不
適
で
あ
り
、
何
ら
か
の
信

仰
対
象
物
か
祭
祀
用
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑹ 

西
田
尻 
上
ノ
台
遺
跡 

標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
段
丘
と
な
り
上
ノ
台
公
園
の
入
口
に
な
る
。
道
路
整
備
に
よ
っ
て
現
わ
れ
た
ロ
ー
ム
層
の
中



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

に
含
ん
で
い
た
も
の
で
、
土
器
片
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
ら
な

い
。
頁
岩
石
片
数
片
で
あ
る
が
そ
の
一
個
は
石
器
と
見
ら
れ
、

無
土
器
時
代
の
特
徴
を
僅
か
な
が
ら
も
っ
て
い
る
。
一
応
縄
文

時
代
と
し
た
が
時
期
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
る
ま
で
の
資
料
が

な
い
。 ⑺ 

西
田
尻 

一
ノ
坂
遺
跡 

上
ノ
台
遺
跡
と
同
じ
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通
る
と

こ
ろ
で
凹
石
、
打
製
ナ
イ
フ
形
石
ベ
ラ
、
土
器
片
等
表
面
採
集

で
知
ら
れ
た
遺
跡
で
、
現
在
は
ス
キ
ー
場
に
な
っ
て
い
る
。
傍

ら
を
中
ノ
山
沢
が
流
れ
て
い
る 

 
 

 

。 

⑻ 

西
田
尻 

臼
カ
沢
遺
跡 

標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通
る
段
丘
上
と
段
丘
下

で
、
三
～
四
の
住
居
址
よ
り
な
る
集
落
と
見
ら
れ
る
。
臼
カ
沢

扇
状
地
の
上
部
に
当
り
、
臼
カ
沢
が
流
れ
て
い
る
。
終
戦
後
の

開
墾
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
遺
物
も
多
く
小
四
王
原
遺
跡
と
並
ん

で
そ
の
遺
物
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遺
物
は

縄
文
中
期
の
土
器
、
石
器
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
前
期
の
特
徴
と
い
わ
れ
て
い
る
羽
状
縄
文
土
器
片
が
一
個
あ
る
。
又
、
こ
の
住

居
址
地
点
よ
り
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
の
段
丘
上
寺
場
で
、
半
月
形
尖
頭
器
と
見
ら
れ
る
も
の
一
個
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
半
月

ブ

ル

ド

ー

ザ

ー

整

備



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

尖
頭
器
は
、
高
畠
方
面
で
は
縄
文
早
期
～
前
期
の
遺
跡
と
い
わ
れ
る
日
向
第
一
洞
窟
な
ど
で
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

一
個
の
単
独
出
土
で
は
判
定
の
し
よ
う
が
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
石
器
で
あ
る
。
ま
と
ま
っ
て
い
る
遺
物
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。 

土
器
片 
小
・
中
学
生
に
よ
っ
て
拾
わ
れ
散
逸
し
た
も
の
も
相
当
数
あ
る
が
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
数
百
点
に
の
ぼ
る
。

文
様
は
、
撚
糸
文
が
大
部
分
で
櫛
目
文
・
無
文
・
羽
状
文
・
そ
れ
に
馬
高
式
ら
し
い
小
片
が
一
個
で
あ
る
。
又
、
口
縁
部
近
く
に
渦

巻
文
を
施
し
た
も
の
が
多
い
。
底
部
は
全
部
平
底
で
あ
る
。
口
縁
部
に
華
麗
な
飾
り
の
つ
い
た
も
の
は
割
合
に
少
な
く
、
大
形
の
波

状
口
縁
が
僅
か
に
見
ら
れ
、
又
、
取
手
の
つ
い
た
も
の
も
あ
る
。
一
般
に
甕
形
が
多
く
、
そ
れ
に
鉢
形 

 
 

 

、
壺
形
も
少
し
見

ら
れ
る
。
又
、
筒
形
の
も
の
一
個
が
あ
る
。 

土
偶 

折
損
し
た
残
片
だ
け
な
の
で
全
体
の
姿
は
解
か
ら
な
い
。
一
片
は
首
か
ら
上
部

で
、
頂
上
に
渦
巻
が
あ
っ
て
耳
飾
り
の
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
も
う
二
片
は
、
細
か

い
撚
糸
文
が
全
面
に
施
さ
れ
、
肩 

 
 

 
 

の
部
分
と
底
部
の
一
部
と
見
ら
れ
、
肩
部

の
も
の
は
折
損
部
に
繊
維
混
入
の
あ
と
が
見
ら
れ
る 

 
 

 
 

 
 

。
厚
さ
は
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
大
形
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 

石
器 

石
器
と
し
て
形
の
整
っ
た
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。 

 

磨
製
石
斧 

三
。
打
製
石
斧
（
石
ベ
ラ
共
）
一
五
。 

石
ノ
ミ 

 

一
。
石
槍 

 
 

一
。 

石
鏃 

 
 

七
。
石
匙 

 
 

九
。 

石
棒
（
半
折
）
三
。
（
こ
の
内
一
本
は
縦
の
擦
痕
あ
り
）
。 

石
皿 

半
割
。 

平
石 

 
 

三
。 

浅

鉢

の

大

・

中

・

小

腕

を

か

た

ち

ど

っ

た

の

か

ほ

ぼ

同

様

の

も

の

が

深し
ん

山

か

ら

も

出

て

い

る 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

擦
石 

 
 

三
。 

石
ベ
ラ
兼
用
に
刃
部
を
利
用
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の 

 

二
一
。 

嘴
状
の
も
の 

 

一
七
。 

ナ
イ
フ
形
に
調
整
し
た
も
の 

二
。 

敲
石 

 

五
。 

 

凹
石 

一
。 

石
質
は
磨
製
石
斧
、
石
棒
を
除
い
て
は
頁
岩
で
あ
る
。 

そ
の
他
の
出
土
品
と
し
て
は
、
波
状
口
縁
を
も
つ
櫛
目
文
土
器
と
共
に
、
炭
化
し
た

ク
ル
ミ
一
個
が
出
て
い
る
。 

⑼ 

西
田
尻 

高
田
遺
跡 

昭
和
四
十
八
年
水
田
を
養
漁
池
に
す
る
た
め
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、

遺
物
が
出
て
遺
跡
と
判
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
標
高
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通

る
と
こ
ろ
で
、
第
二
湧
水
地
帯
で
あ
る
。
一
ノ
坂
遺
跡
の
傍
を
流
れ
る
川
の
下
流
に
あ

た
り
、
平
坦
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
遺
物
は
縄
文
中
期
と
見
ら
れ
る
渦
巻
文
が
一
個
あ
る

だ
け
で
、
他
は
す
べ
て
晩
期
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
土
器
は
全
部
平
底
で
、
土
器

作
成
の
際
草
を
敷
い
て
作
業
し
た
も
の
か
そ
の
痕
跡
の
つ
い
て
い
る
も
の
が
一
個
あ

る
。
全
般
に
薄
手
で
、
大
形
の
甕
形
の
も
の
も
あ
れ
ば
晩
期
特
有
の
小
形
の
も
の
も
あ

る
。
こ
の
中
に
台
付
の
小
形
土
器
三
個
、
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
柄
付
土
器
一
個
、
内
面

に
脂
性
の
も
の
で
も
煮
た
の
で
あ
ろ
う
か
厚
く
コ
ビ
リ
付
い
た
も
の
二
個
が
あ
る
。
口
縁
部
に
飾
り
の
つ
い
た
も
の
は
な
く
、
小
さ

い
波
状
の
も
の
、
二
条
縁
の
も
の
、
平
な
も
の
な
ど
で
あ
る
。
推
定
復
元
可
能
な
も
の
に
円
筒
土
器
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
臼
カ
沢
遺

跡
に
同
形
の
も
の
が
あ
る
こ
と
よ
り
中
期
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

（
石
器
） 

磨
製
石
斧 

 

二
。 

梯
形
石
ベ
ラ 

二
〇
。 

有
茎
石
匙 

 

二
。 

石
鏃 

 
 

 

五
。 

石
ベ
ラ 

 
 

一
。 

石
錘
？ 

 
 

四
。 

凹
石 

 
 

 

一
。 

敲
石 

 
 

 

六
。 

モ
モ
ノ
タ
ネ 

二
。 

 

こ
の
中
で
石
錘
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
出
て
き
た
こ
と
は
、
網
に
よ
る
漁
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
又
、
打

製
の
梯
形
の
石
ベ
ラ
の
多
い
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
遺
物
の
出
土
状
況
よ
り
見
て
、
現
地
は
二
つ
の
住
居
址
と
考
え
る
こ
と
が
出

来
、
他
の
水
田
地
に
も
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
石
質
は
頁
岩
が

大
部
分
で
、
メ
ノ
ウ
・
玉
髄
・
黒
耀
石
が
少
量
あ
る
。 

⑽ 

横
田
尻 

生
ノ
原
遺
跡 

最
上
川
河
岸
段
丘
上
で
、
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
が

通
っ
て
い
る
。
現
地
は
両
側
を
小
川
に
よ
っ
て
削
り
と
ら
れ
、
全

く
孤
立
し
た
五
ア
ー
ル
ほ
ど
の
台
地
で
あ
る
。
正
し
く
は
東
生
ノ

原
遺
跡
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
大
正
年
代
か
ら
遺
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
試
掘
に
よ
っ
て
出
土
し
た
遺
物
の
多
数
は
散

逸
し
て
い
る
。
し
か
し
耕
作
に
よ
っ
て
出
土
す
る
遺
物
に
よ
れ
ば
、

縄
文
中
期
の
遺
跡
で
あ
っ
て
、
口
縁
部
の
装
飾
に
見
事
な
芸
術
性

を
う
か
が
え
る
。
か
つ
て
蚕
桑
中
学
校
に
、
生
徒
に
よ
っ
て
持
ち



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

込
ま
れ
た
土
器
の
中
に
、
下
半
分
が
五
角
形
に
形
づ
く
ら
れ
縄
文
を
擦
消
し
に
よ
っ
て
図
案
化
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
蚕
桑
中
学

校
と
鮎
貝
中
学
校
の
統
合
移
転
の
際
紛
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

⑾ 
横
田
尻 

中
町
西
遺
跡 

江
戸
期
後
半
の
寛
政
年
間 

 
 

 

水
帳
に
は
「
こ
し
ょ
う
原
」
、
「
小
塩
原
」
な
ど
と
な
っ
て
い
て
、
明
治
初
期
に
な
っ
て
「
中

町
西
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

生
ノ
原
遺
跡
よ
り
、
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
、
同
じ
等
高
線
の
最
上
川
段
丘
上
に
あ
っ
て
、
臼
カ
沢
、
中
ノ
山
沢
、
本
田
沢
等

が
合
流
し
た
絹
市
川
と
上
ノ
山
沢
の
下
流
と
に
挟
ま
れ
た
台
地
の
遺
跡
で
あ
る
。
現
状
は
畑
地
と
墓
地
に
な
っ
て
い
て
、
耕
作
に
よ

る
出
土
遺
物
で
は
縄
文
中
期
・
晩
期
の
土
器
、
石
器
を
み
る
。
更
に
こ
れ
は
古
墳
時
代
の
と
こ
ろ
で
詳
述
す
る
が 

 
 

 

、
少
量

の
土
師
器
片
と
相
当
数
の
須
恵
器
片
の
出
土
を
見
て
お
り
、
重
複
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
隣
接
す
る
生
ノ
原
遺
跡
が
す
べ
て
縄

文
中
期
の
遺
物
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
の
出
土
品
は
縄
文
中
期
の
土
器
が
少
な
く
、
大
部
分
晩
期
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
土
器
片

の
中
に
は
、
内
面
に
黒
漆
を
塗
っ
た
も
の
が
数
片
あ
る
。
石
器
は
割
合
に
少
な
く
、
磨
製
石
斧
・
鏃
・
頁
岩
石
片
な
ど
で
あ
る
。
こ

の
遺
跡
台
下
に
あ
る
金
沢
寺
の
所
蔵
遺
物
の
中
に
打
製
石
斧
・
磨
製
石
斧
・
鏃
・
（
ア
メ
リ
カ
鏃
も
あ
る
）
・
完
形
の
小
形
深
鉢
な
ど

が
あ
る
が
、
出
土
地
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が 

 
 

 

、
生
ノ
原
遺
跡
、
中
町
遺
跡
の
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

⑿ 

山
口 

南
沢
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通
る
山
麓
遺
跡
で
あ
る
。
山
道
工
事
の
際
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
遺
物
の
数
は

少
な
い
。
打
製
石
斧
・
鏃
・
縄
文
土
器
片
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
一
個
に
、
臼
カ
沢
遺
跡
出
土
の
土
器
で
半
球
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ

れ
と
ま
っ
た
く
近
似
の
も
の
が
あ
る
。
縄
文
中
期
遺
跡
と
見
ら
れ
る
。 

一

七

八

九

～

一

八

〇

〇

収

集

し

た 

住

職

は

死

亡

第

三

章

第

一

節

第

２

項 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⒀ 

山
口 

柳
カ
沢
遺
跡 

終
戦
後
開
拓
地
と
し
て
開
墾
さ
れ
た
土
地
で
、
標
高
二
六
〇
～
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
の
柳
カ
沢
扇
状
台
地
で
あ
る
。
開
墾
当
時
、

完
形
に
近
い
甕
形
土
器
を
出
土
し
た
話
を
聞
く
。
開
墾
や
耕
作
の
際
収
集
さ
れ
た
遺
物
は
縄
文
後
・
晩
期
と
見
ら
れ
る
土
器
、
打
石

斧
な
ど
で
あ
る
。 

⒁ 

山
口 
中
谷
地
遺
跡 

柳
カ
沢
遺
跡
よ
り
柳
カ
沢
の
下
流
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
開
墾
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
収
集
さ
れ

た
遺
物
は
形
の
整
っ
た
石
器
が
多
く
土
器
片
は
非
常
に
少
な
い
。
石
器
で
は
石

槍
二
、
有
茎
石
匙
三
、
石
匙
六
、
石
鏃
五
で
石
槍
は
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
一

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
縄
文
中
期
遺
跡
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

⒂ 

山
口 

中
谷
地
北
遺
跡 

こ
の
遺
跡
も
柳
カ
沢
の
水
を
利
用
し
た
遺
跡
ら
し
く
、
柳
カ
沢
扇
状
地
の
一

部
で
あ
っ
て
、
開
墾
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
物
の
ま
と
ま
っ

た
も
の
は
な
い
が
、
縄
文
中
期
と
見
ら
れ
る
土
器
片
、
打
石
斧
、
石
ベ
ラ
等
を

見
る
。 ⒃ 

山
口 

畑
中
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
痕
跡
の
微
弱
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
述
す
る
鮎
貝
地
区
八
幡
遺

跡
に
接
続
す
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
。
標
高
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高

線
の
通
る
と
こ
ろ
で
、
遺
物
と
し
て
は
土
器
片
、
石
ベ
ラ
な
ど
で
縄
文
中
期
と

考
え
ら
れ
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⒄ 

高
玉 

遅
沢
遺
跡 

高
玉
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
遺
跡
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
遺
跡
調
査
中
、
横
田
尻
金
沢
寺
所
蔵
の
遺
物
中
に
「
東
高

玉
遅
沢
よ
り
」
と
記
名
の
打
石
斧
一
個
が
混
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
単
独
出
土
で
あ
ろ
う
か
ら
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
現

地
を
見
て
も
土
器
片
等
の
発
見
は
で
き
な
い
。
し
か
る
に
そ
の
後
、
八
元
田
と
南
田
の
二
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
。 

鮎
貝
地
区
の
遺
跡
は
大
別
す
る
と
最
上
川
河
岸
段
丘
上
に
あ
る
も
の
、
唐
松
沢
に
よ
る
扇
状
台
地
に
あ
る
も
の
、
実

淵
川
両
岸
に
あ
る
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
小
四
王
原
遺
跡
と
八
幡
遺
跡
は
、
地
形
的
に
非
常
に
近

似
し
て
い
る
。
小
四
王
原
遺
跡
は
最
上
川
と
実
淵
川
の
合
流
点
、
八
幡
遺
跡
は
最
上
川
と
八
幡
川
の
合
流
点
と
い
う
よ
う
に
、
川
の

幸
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
把
握
で
き
る
地
点
で
あ
る
。
又
、
面
積
の
広
さ
に
お
い
て
も
町
内
の
遺
跡
中
で
も
群
を
ぬ
い
て
大
き
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
尚
、
八
幡
遺
跡
の
場
合
は
縄
文
前
期
か
ら
晩
期
迄
、
続
い
て
土
師
器
の
時
代
迄
と
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
と

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
鮎
貝
地
区
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
鮎
貝
小
学
校
付
近
か
ら
唐
松
扇
状
台
地
に
続
く
赤
土
層

で
あ
る
。
第
二
節
で
触
れ
た
よ
う
に
縄
文
時
代
以
前
即
ち
無
土
器
時
代
の
遺
物
、
遺
跡
は
こ
の
赤
土
中
に
あ
る
。
平
吹
利
数
氏 

 

は

鮎
貝
小
学
校
前
方
に
お
い
て
そ
れ
ら
し
い
石
器
を
採
集
し
て
お
り
、
将
来
こ
の
地
域
に
お
い
て
無
土
器
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
遺
物
は
他
の
地
方
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
三
角
面
石
槍
や
、
木
の
葉
形
尖
頭
器
、
円
錐
形
石
核

が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

⑴ 

鮎
貝 

飯
詰
遺
跡 

最
上
川
河
岸
段
丘
の
突
出
部
で
標
高
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
鉄
長
井
線
に
よ
っ
て
段
丘
が
切
断
さ
れ
て

い
る
。
遺
物
は
縄
文
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど
が
収
集
さ
れ
、
重
複
し
た
遺
跡
で
あ
る
が
縄
文
時
代
の
痕
跡
は
微
弱
で
あ
る
。 

 
 

鮎
貝
地
区 

土

師

器

、

須

恵

器

に

つ

い

て

は

古

墳

時

代

の

と

こ

ろ

で

述

べ

る

東

中 

学

校 
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第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑵ 

鮎
貝 

八 

幡
台
遺
跡 

⑴
の
飯
詰
遺
跡

に
続
く
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
等
高
線

の
と
こ
ろ
で
、
畑
地

の
耕
作
、
続
い
て
宅

地
の
造
成
に
よ
っ

て
そ
の
遺
物
が
多

く
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
遺
跡
で
あ
る
。

以
前
に
は
縄
文
前

期
の
特
徴
を
も
つ
土
器
が
出
土
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が 

 
 

、
現
在
は
縄
文
中
期
の
遺
物
と
須
恵
器
片
が
見
ら
れ
る
。
宅
地
造

成
の
基
礎
作
業
に
よ
っ
て
出
土
し
た
遺
物
の
主
な
る
も
の
で
は
、
中
期
土
器
片
、
石
皿
一
、
石
錐
一
、
石
匙
五
、
敲
石
一
、
石
ベ
ラ

一
、
石
鏃
な
ど
で
あ
る
。
深
部
は
割
合
に
攪
拌
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
出
土
す
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
浅
鉢
一
個
が
推
定
復
元

さ
れ
て
い
る
。 

⑶ 

鮎
貝 

八
幡
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
そ
の
面
積
の
広
さ
と
時
期
が
長
く
、
縄
文
前
期
よ
り
晩
期
ま
で
、
又
土
師
器
の
時
期
ま
で
連
続
し
て
見
ら
れ
る
と
こ

『
鮎
貝
の

歴
史
』



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

ろ
で
あ
る
。
最
上
川
河
岸
段
丘
上
で
、
⑴
・
⑵
に
続
く
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
上
で
あ
る
。
又
、
段
丘
下
に
は
荒
井
沢
・
柳

カ
沢
等
山
口
方
面
の
大
半
の
水
を
集
め
て
い
る
八
幡
川
が
流
れ
最
上
川
に
合
流
す
る
。
遺
物
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
広
さ
に
散
見
採
集
さ
れ
る
。
散
在
し
て
し
ま
っ
た
遺
物
の
全
部
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
調
査
し
た
範

囲
で
は
中
期
土
器
片
、
磨
製
石
斧
（
半
折
を
含
む
）
一
一
、
有
茎
石
匙
一
、
石
鏃
一
三
、
石
棒
（
耕
作
棒
？
）
一
、
完
形
石
錐
一
、

メ
ノ
ウ
小
塊
三
、
黒
耀
石
片
二
、
炉
辺
凹
石
二
、
打
製
石
斧
、
石
ベ
ラ
な
ど
が
あ
る
。
晩
期
土
器
で
復
元
さ
れ
て
い
る
も
の
に
鉢
形

土
器
二
、
皿
三
な
ど
が
あ
る
。 

⑷ 

鮎
貝 

中
丸
遺
跡 

八
幡
遺
跡
と
並
ん
で
い
る
最
上
川
河
岸
段
丘
上
の
遺
跡
で
あ
る
が
、
採
集
で
き
る

遺
物
が
稀
薄
で
あ
る
。
石
ベ
ラ
、
削
器
、
土
器
片
若
干
が
あ
る
が
、
開
墾
時
に
は
相

当
採
集
さ
れ
た
と
い
う
。 

⑸ 

鮎
貝 

大
林
寺
遺
跡 

⑵
・
⑶
・
⑷
と
並
ん
で
一
連
の
最
上
川
河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
標
高
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
等
高
線
の
通
る
台
上
で
あ
る
。
土
器
片
は
今
の
と
こ
ろ
一
片
も
見
つ
か
ら
ず
、

頁
岩
石
片
だ
け
で
形
の
整
っ
た
石
器
は
見
つ
か
ら
な
い
。 

⑹ 

鮎
貝 
風
袋
遺
跡 

唐
松
沢
扇
状
地
の
西
端
と
見
ら
れ
、
標
高
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
緩
傾
斜
地
で

あ
る
。
開
墾
に
当
り
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
用
し
た
た
め
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

表
面
採
集
で
は
石
器
だ
け
で
土
器
は
見
当
ら
な
い
。
石
器
は
他
の
遺
跡
に
比
べ
て
大



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

型
の
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
的
で
打

石
器
に
限
定
さ
れ
、
作
り
方
が
非
常

に
荒
け
づ
り
で
、
打
石
斧
・
石
ベ
ラ
・

嘴
状
石
器
な
ど
が
主
で
あ
る
。 

⑺ 

鮎
貝 

逆
川
遺
跡 

風
袋
遺
跡
の
下
方
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
付
近
で
、
森
合
部
落
の
西
方
に
あ

た
る
。
こ
こ
も
⑹
と
同
じ
く
土
器
の

採
集
は
不
可
能
で
、
石
皿
、
嘴
状
石

器
、
石
ベ
ラ
、
石
鏃
、
掻
器
な
ど
で
、

変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
三
角
面
石
槍
が

一
個
含
ま
れ
て
い
る
。 

⑻ 

鮎
貝
唐
松
Ａ
遺
跡 

ホ
ッ
プ
畑
と
し
て
開
墾
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
通
る
唐
松
沢
扇
状
地
の
台
地
で
あ
る
。

少
量
の
土
器
片
と
石
ベ
ラ
、
嘴
状
石
器
、
有
茎
石
匙
な
ど
を
み
る
。
縄
文
晩
期
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

⑼ 

鮎
貝 

唐
松
Ｂ
遺
跡 

⑻
と
同
じ
く
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
が
通
る
唐
松
沢
扇
状
地
の
北
端
で
あ
る
。
土
器
は
見
当
ら
ず
石
器
だ
け
で
石
ベ
ラ
、
石

鏃
、
嘴
状
石
器
な
ど
で
あ
る
が
、
木
ノ
葉
形
尖
頭
器
、
円
錐
形
石
核
各
一
個
あ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑽ 

鮎
貝 

森
合
遺
跡 

唐
松
沢
扇
状
段
丘
の
下
部
で
赤
土
層
で
あ
る
。
こ
の
赤
土
は
鮎
貝
小
学
校
付
近
迄
続
い
て
い
る
。
以
前
は
中
期
土
器
の
採
集
を
み

た
よ
う
で
あ
る
が
、
昭
和
三
十
七
年
調
査
の
段
階
で
既
に
散
逸
し
て
い
る
。
今
で
は
石
ベ
ラ
一
個
と
石
片
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。 

⑾ 

深
山 

五
味
屋
敷
遺
跡 

唐
松
沢
扇
状
段
丘
北
端
で
唐
松
沢
を
隔
て
た
凹
地
で
あ
る
。
五
味
屋
敷
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
世
武
士

の
屋
敷
で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
。
遺
物
は
土
器
片
、
石
器
で
あ
っ
て
、
石
器
で
は
形
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
少
な
く
打
製
石

斧
、
石
ベ
ラ
、
嘴
状
石
器
な
ど
で
あ
り
、
石
器
作
製
作
業
中
に
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
石
片
二
個
（
一
体
）
が
あ
る
。
土
器
は
完

形
に
近
い
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
道
路
作
り
の
際
の
出
土
で
、
出
土
地
形
は
貯
蔵
穴
を
想
像
さ
せ
る
。
地
表
よ
り
約
一
メ
ー
ト
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ル 
 

 
 

 

、
径
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
掘
ら
れ
、
底
部
に
赤
粘
土
を
敷
い
て
あ
っ
た
。
こ
の
中
よ
り
縄
文
晩
期
と
見
ら
れ
る
土
器

二
個
分 

 
 

 
 

 

と
石
片
が
発
見
さ
れ
た
。
土
器
に
限
り
縄
文
晩
期
と
見
ら
れ
る
が
、
遺
跡
全
体
の
期
別
は
判
ら
な
い
。 

⑿ 
深
山 

西
向
遺
跡 

深
山
地
区
の
北
西
部
で
、
実
淵
川
に
よ
っ
て
抉
り
取
ら
れ
た
河
岸
段
丘
上
で
あ
る
。
突
端
部
は
中
世
期
の
館
址
或
い
は
「
チ
ャ
シ
」

と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
土
塁
、
壕
に
続
い
て
縄
文
中
期
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。
標
高
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
な
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
縄
文
中
期
土
器
片
、
石
鏃
、
石
鎌
？
、
石
槍
、
石
ベ
ラ
が
出
土
す
る
。 

一
個
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に 

よ
っ
て
散
乱
し
下
半
分
だ
け 

表
土
は
浅
く
約
三
〇 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⒀ 

深
山 

観
音
堂
横
遺
跡 

深
山
観
音
堂
側
の
山
道
に
あ
る
。
形
の
整
っ
た
石
器
は
数
少
な
い
が
、
頁
岩
石
片
が
道
に
敷
き
つ
め
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
所
で
、

遺
跡
と
す
る
に
は
疑
問
点
は
あ
る
が
、
地
形
的
に
可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
石
器
と
見
ら
れ
る
も
の
数
点
あ
る
。 

⒁ 
深
山 

中
禅
寺
平
遺
跡 

実
淵
川
右
岸
の
ロ
ー
ム
層
河
岸
段
丘
上
で
あ
る
。
標
高
は
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
、
遺
物
は
石
ベ
ラ
一
、
石
鏃
一
、

嘴
状
石
器
二
な
ど
で
土
器
片
は
少
数
で
、
縄
文
中
期
と
見
ら
れ
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
開
墾
地
で
あ
る
。 

⒂ 

栃
窪
遺
跡 

最
上
川
に
そ
そ
ぐ
栃
窪
川
の
上
流
で
、
山
あ
い
の
窪
地
に
あ
る
栃
窪
部
落
の
中
心
部
で
割
合
に
平
坦
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
形
の
整

っ
た
も
の
は
採
集
で
き
な
い
が
土
器
片
僅
少
、
石
ベ
ラ
一
、
石
匙
五
な
ど
が
確
認
で
き
た
。 

⒃ 

高
岡 

小
四
王
原
遺
跡 

こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
発
掘
、
家
屋
の
復
元
を
担
当
し
た
平
吹
利
数
氏
の
報
告
書
が
あ
る
の
で
要
約
し
て
掲
載
す
る
。 

❶ 

発
掘
の
経
過 

小
四
王
原
遺
跡
は
以
前
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、
山
形
県
の
遺
跡
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
お
っ
た
。
そ
の
遺
跡
台
帳
に
よ
る

と
、
縄
文
時
代
中
期
の
大
木
９
式
と
大
木

10
式
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
昭
和
四
十
二
年
こ
の
台
地

よ
り
縄
文
時
代
前
期
の
大
木
４
式
土
器
が
出
土
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
六
日
よ
り
、
白
鷹
町
水
道
課
に
よ
る
町
営
水
道
の
浄
化
槽
工
事
が
こ
の
小
四
王
原
台
地
で
行
わ
れ
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
で
整
地
の
際
多
量
の
縄
文
式
土
器
が
出
土
し
た
。
そ
こ
で
白
鷹
町
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
水
道
浄
化
槽
工
事

の
一
部
を
工
事
区
域
か
ら
除
外
し
て
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
発
掘
調
査
は
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
第
一
次
調
査
は



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

五
月
二
十
七
、
八
日
の
二
日
間
、
第
二
次
調
査
は
六
月
二
十
四
、
五
日
に
行
わ
れ
た
。
第
一
次
調
査
の
結
果
住
居
址
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
が
、
工
事
の
際
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
一
部
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
完
全
な
形
の
住
居
址
の
発
掘
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
次
調
査
で
は
、
幸
い
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
削
土
が
浅
か
っ
た
た
め
、
円
形
の
縄
文
時
代
中
期
の
住
居
址
が
ほ
ぼ
完
全
な
る
床
面

を
残
し
た
状
態
で
発
掘
さ
れ
た
。 

❷ 

遺
跡
の
立
地 

最
上
川
と
実
淵
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
高
さ 

 
 

一
四
メ
ー
ト
ル
の
沖
積
段
丘
が
、
小
四
王
原
第
一
地
点
の
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
段
丘
は
海
抜
一
九
四
～
一
九
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
表
土
よ
り
下
四
メ
ー
ト
ル
が
泥
岩
の
岩
盤
で
典
型
的
な
保
護
段
丘
で
あ
る
。

第
一
地
点
の
西
南
方
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
、
さ
ら
に
一
段
高
い
段
丘
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
大
木
４
式 

 
 

の
土
器
が

出
土
し
て
い
る
。
小
四
王
原
第
一
地
点
の
遺
跡
は
、
表
土
よ
り
約
〇･

四
～
〇･

五
メ
ー
ト
ル
下
に
、
大
木

8b
式
、

9a
式
、

9b
式
、

10

式
と
四
つ
の
時
期
に
わ
た
っ
て
土
器
が
出
土
す
る
。 

❸ 

遺
跡
の
種
別 

縄
文
時
代
中
期
、
大
木

10
式
の
住
居
址 

❹ 

出
土
遺
物
と
年
代 

・
土
器 

大
木

8b
式
土
器 

 

五
片 

〃 

9a
式
土
器 

三
七
片 

〃 

9b
式
土
器 

四
七
片 

〃 

10
式
土
器 

九
二
片 

水

田

と

の

比

高

縄

文

時

代

前

期

縄

文

時

代

中

期

で

、

今

か

ら

四

五

〇

〇

年

前

の

土

器

で

あ

る

。 

ほ

ぼ

中

期

全

般

に

わ

た

っ

て

の

遺

跡

で

、

編

年

不

明

の

土

器

片 

を

含

め

る

と

三

六

六

七

片

に

な

る

。 
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・
石
器 

凹
石
二
、
石
皿
一
、
磨
石
四
、 

ス
ク
レ
ー
パ
ー
十
数
個
で
、
形 

の
整
っ
た
石
器
の
出
土
は
一
個 

も
な
か
っ
た
。 

❺ 

考
察 

第
１
住
居
址
は
一
見
方
形
の
プ
ラ
ン
に

見
え
る
が
、
出
土
遺
物
よ
り
こ
の
住
居
址

は
縄
文
中
期
末
の
大
木

10
式
の
住
居
址
と

い
え
る
か
ら
、
方
形
と
見
る
の
は
不
自
然

で
あ
り
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
り
一
部
柱

址
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
偶
然
に
こ
の
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
よ
い
だ

ろ
う
。 

第
２
住
居
址
は
、
柱
で
囲
ま
れ
る
部
分
の

平
面
が
五･

二
メ
ー
ト
ル
×
四･

七
メ
ー
ト

ル
の
円
形
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
床
面
よ

り
出
土
す
る
土
器
が
大
木

9b
式
と

10
式
で
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あ
る
こ
と
か
ら
、
二
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
住
居
址
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
住
居
址
の
柱
数
が
一
二
本
も
あ
り
、

こ
の
時
期
の
建
物
は
六
本
前
後
が
普
通
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
竪

穴
部
分
を
柱
を
別
の
位
置
に
建
て
か
え
て
再
使
用
し
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
柱
穴
の
形
状
よ
り
大
木

10
式
時
代
の
住
居

址
の
柱
穴
は
、
六
本
と
推
定
で
き
る 

❻ 

遺 

物 

第
１
住
居
址 

大
木

8b 

二
、
大
木

9b 

一
五
、
大
木

9a 

二
六
、
大
木 

10 

五
五
、
フ
レ
ー
ク 

二
六
一
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー 

三 

一
、
コ
ア 

四
、
磨
石 

二
、
敲
石 
一
、 

土
器
文
様
で
は
撚
糸
文
・
櫛
目
文
・
無
文
・
三
十
稲
葉
並

行
・
無
節
撚
糸
文
な
ど
で
あ
る
。 

第
２
住
居
址 

大
木

8b 

四
、
大
木

9a 

二
二
、
大
木

9b 

二
一
、
大
木

10 

三
七
、
フ
レ
ー
ク 

六
一
、
凹
石 

一
、
磨
石 

二
、

石
皿 

一
、
敲
石 

二
、 

土
器
文
様
で
は
櫛
目
文
・
撚
糸
文
・
無
文
・
馬
高
式
？
な 
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荒 
 

砥 

地 
 

区 

ど
で
あ
る
。 

遺
物
の
中
で
形
の
整
っ
た
石
器
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
が
、
郷

土
史
家
や
小
・
中
学
生
が
完
形
石
器
を
保
持
し
て
い
る
の
で
、
他

の
遺
跡
同
様
石
斧
・
石
鏃
・
石
匙
・
石
ベ
ラ
な
ど
は
相
当
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。 荒

砥
地
区
の
遺
跡
は
深
山

し
ん
ざ
ん

丘 
 

 

の
二
つ
の
遺
跡

と
、
最
上
川
右
岸
の
河
岸
段
丘
に
併
列
す
る
遺
跡
と

に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
石
那
田
、
深
山
、
菖
蒲
中
屋
敷
の
各

遺
跡
は
遺
物
の
数
、
種
類
共
に
豊
富
で
あ
り
、
特
に
石
那
田
遺
跡

は
荒
砥
高
等
学
校
敷
地
整
備
の
際
に
発
見
さ
れ
、
山
形
大
学
に
よ

っ
て
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
外
の
遺
跡 

 
 

 
 

は
、

遺
跡
と
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
疑
問
な
程
痕
跡
の
稀
薄
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

⑴ 

大
瀬
・
平
田
・
千
作
の
遺
跡 

最
上
川
は
菖
蒲
附
近
で
急
に
狭
溢
と
な
っ
て
北
進
す
る
。
そ
の
右

岸
に
千
作
・
大
瀬
が
あ
り
、
大
瀬
よ
り
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
谷
あ

い
を
東
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
平
田
が
あ
る
。
大
瀬
・
平
田
・
千
作

共
に
頁
岩
石
片
の
数
片
を
採
集
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で

石

那

田

・

深

山

下

山

以

北

の

最

上

川

添
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あ
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
遺
跡
と
し
て
名
を
あ
げ
る
程
の
遺
物
が
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
待
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
尚
、
昭

和
四
十
九
年
に
対
岸
の
白
鷹
町
と
朝
日
町
の
境
に
か
か
る
橋 

 

工
事
の
際
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。 

⑵ 
菖
蒲
中
屋
敷
遺
跡 

最
上
川
右
岸
、
河
岸
段
丘
上
の
遺
跡
で
あ
る
。
標
高
一
九
〇
～
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
と
こ
ろ
で
、
主
な
る
遺
物
は
国
道

改
修
に
伴
う
削
土
の
際
の
出
土
で
あ
る
。
縄
文
中
期
遺
跡
で
石
棒
（
摺
用
）

二
、
土
器
片 

五
、
石
鏃 

一
、
石
匙 

四
、
石
皿
（
裏
面
は
凹
石
と
し
て

利
用
）
一
、
石
皿 

一
、
三
脚
石
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
あ
る
。 

⑶ 

石
那
田
遺
跡 

石
那
田
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
『
荒
砥
町
誌
』
に
詳
細
が
載
っ
て
い
る
の
で

こ
れ
を
要
約
す
る
。 

昭
和
二
十
六
年
八
月
、
荒
砥
高
等
学
校
々
舎
改
築
に
当
っ
て
整
地
の
最
中
、

土
器
片
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
七
年
、
二
十
八

年
に
山
形
大
学
教
育
学
部
歴
史
研
究
室
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
遺
跡

の
規
模
は
大
き
い
が
、
特
に
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
建
築
整
地
の
関
係

で
、
一
辺
一
六
メ
ー
ト
ル
程
度
の
方
形
で
あ
か
っ
た
。
地
層
は
上
か
ら
表
土

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
下
に
遺
物
包
含
層
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

そ
の
下
は
赭
色
粘
土
層
で
あ
る
。
遺
物
は
地
圧
に
よ
っ
て
崩
壊
し
て
い
る
が
、

直
立
し
た
姿
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
磨
製
石
斧 

一
、

橋
境

こ

れ

は

今

の

と

こ

ろ

用

途

不

明

で

白

鷹

町

内

で

は

一

個

だ

け

で

あ

る
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小
形
打
製
石
斧
一
、
石
鏃 

二
、
石
匙 

 

各
一
、
土
器 

破
片
は
相
当
多
数
で
あ
る
が
、
原
型
推
定
で
き
る
も
の
は
深
鉢
形
土
器

三
、
浅
鉢
形
土
器 

二
、
円
筒
類
似
形 

二
、
土
偶 

三
、
炉
址 

二
、
貝
殻 

少
量
で
あ
る
。
こ
れ
ら
土
器
の
う
ち
、
深
鉢
形
土

器
と
浅
鉢
形
土
器
が
山
形
大
学
に
お
い
て
復
元
保
管
さ
れ
て
い
る
。
深
鉢
形
土
器
は
、
高
さ
三
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口
径
三

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
胴
径
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
地
縄
文
に
渦
巻
を
粘
土
紐
貼
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
浅
鉢
形
土
器
は
口
径

三
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
底
径
九･

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
口
唇
部
に
蕨
手
文
が
見
ら
れ
る
。
土
偶
は
頭

部
一
個
、
胴
部
二
個
で
あ
る
。
出
土
品
の
う
ち
特
に
注
意
す
べ
き
は
二
種
の
炉
址
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
七
個
の
河
原
石
を
使
用

し
た
径
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
円
形
炉
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
少
し
離
れ
て
、
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
九
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
方
形
炉
で
、
河
原
石
で
作
り
内
部
に
土
器
片
を
敷
き
並
べ
て
あ
っ
た
。
土
器
片
の
敷
設
面
は
炉
囲
石
よ
り
や
や
低
く
、
赤
土
面

よ
り
少
し
高
い
。 

遺
跡
は
縄
文
中
期
に
属
し
、
更
に
限
定
す

れ
ば
そ
の
う
ち
の
後
半
大
木

8a
・

8b
・

9 式
に

併
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
荒
砥
高
等
学
校
か

ら
深
山

し
ん
ざ
ん

に
か
け
て
の
台
上
全
般
に
遺
物
が
見

ら
れ
る
が
、
同
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、

土
地
の
人
々
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
る
。 

⑷ 

深
山

し
ん
ざ
ん

遺
跡 

二
つ
の
突
瘤
を
も
つ
深
山
丘
の
う
ち
、
南

縦

・

横



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

十 
 

王 

地 
 

区

西
丘
に
あ
る
遺
跡
で
あ
っ
て
⑶
と
同
遺
跡
と
し
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
頂
上
附
近
で
遺
物
の
採
集
が
出
来
る
。
土
器

片
、
石
鏃
、
石
匙
な
ど
で
あ
っ
て
縄
文
中
期
の
遺
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
尚
こ
の
丘
の
西
南
部
か
ら
、
後
述
す
る 

 
 

弥
生
式
土
器

の
出
土
を
み
た
と
い
う
。 

十
王
地
区
の
縄
文
遺
跡
は
最
上
川
右
岸
地
区
の
中
で
は
、
比
較
的
集
中
し
て

い
る
。
そ
の
時
期
区
分
も
前
期
的
特
徴
を
も
つ
も
の
か
ら
中
期
・
晩
期
と
長

期
に
わ
た
っ
て
い
る
。 

十
王
地
区
は
白
鷹
町
内
で
最
も
雪
の
少
な
い
地
域
で
あ
っ
て
、
現
在
よ
り
二
～
三
度
も

気
温
が
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
縄
文
時
代
に
は
、
当
地
方
と
し
て
は
や
は
り
住
み
よ

い
土
地
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
で
も
、
滝
野
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
川 

 
 

と
萩
野
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
川 

 

の
合
流
点
か
ら
下
流
両
岸
は
、
川
の
幸
を
利
用
し

て
生
活
す
る
に
は
好
適
の
場
所
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
平
山
の
一
部
に
あ
る
愛
宕

坂
東
遺
跡
は
、
十
王
地
区
と
し
て
は
特
別
で
高
所
遺
跡
で
あ
る
。 

⑴ 

愛
宕
坂
東
遺
跡 

標
高
三
七
三･

六
メ
ー
ト
ル
の
大
平
山
の
一
角
、
三
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
所 

 
 

 
 

に
あ
る
。
今
で
は
遺
物
の
表
面
採
集
も
で

き
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
る
が
、
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
開
墾
当
時
、
前
期
の
特
徴
の
あ
る
土
器
片
を
採
集
し
た
と
い
う
。
非
常
に
狭

い
谷
間
で
最
近
の
採
集
で
は
有
茎
石
匙 

一
、
土
器
片 

七
で
あ
っ
た
。
土
器
片
は
中
期
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。 

⑵ 

大
豆

ま

め

田た

下
遺
跡 

十
王
地
区
の
中
で
は
最
も
遺
物
の
豊
富
な
遺
跡
で
あ
り
、
旦
縄
文
中
期
・
晩
期
・
土
師
器
の
時
代
に
重
複
し
た
遺
跡
で
あ
る
。
こ 

本

章

第

四

節

第

４

項

萩

野

川 

荒

砥

川 

上 

流 

大

平

山

の

う

ち

で

は

凹

部

に

あ

た

る



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

 
 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

こ
は
滝
野
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
川
と
萩

野
方
面
か
ら
流
れ
出
る
川
と
の
合
流
点
の

突
角
部
に
あ
っ
て
、
等
高
線
二
二
〇
メ
ー

ト
ル
前
後
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
表
面
採
集

で
き
た
遺
物
と
し
て
は
縄
文
土
器
片
多
数
、

石
匙 

一
四
、
有
茎
石
匙 

一
、
ス
ク
レ

ー
パ
ー
二
〇
、
石
鏃
な
ど
で
あ
る
。
尚
、

こ
の
地
よ
り
完
形
に
近
い
縄
文
晩
期
の
浅

鉢
が
出
土
し
て
い
る
（
第

36
図
）
。
こ
の
土

器
は
直
径
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

七･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
。

土
師
器
、
須
恵
器
の
出
土
に
つ
い
て
は
古

墳
時
代 

 
 

の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
。 

⑶ 

中
十
王
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
⑵
大
豆
田
下
遺
跡
の
南
方
対
岸
に
な
り
、
縄
文
中
期
の
土
器
、
石
器
、
土
師
器 

 
 

 

の
出
土
を
み
て
い
る
。 

⑷ 

花
在
家
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
⑶
中
十
王
遺
跡
の
集
落
範
囲
に
入
る
で
あ
ろ
う
か
？
縄
文
中
期
の
土
器
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

⑸ 

下
田
下
遺
跡 

第

三

章

第

一

節

第

三

章

第

一

節

第

２

項 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

中 
 

山 

地 
 

区

こ
の
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
今
の
と
こ
ろ
微
弱
で
あ
っ
て
、
主

に
石
器
の
出
土
を
み
て
い
る
。
十
王
地
区
平
坦
部
の
ほ
ぼ
中

央
で
、
等
高
線
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

⑹ 

関
寺
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
関
寺
山 

 
 

の
南
斜
面
に
あ
っ
て
、
荒
砥

川
の
右
岸
に
な
る
。
畑
作
時
に
遺
物
の
出
土
を
み
た
の
で
あ

る
が
、
現
在
で
は
表
面
採
集
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

縄
文
中
期
土
器
片
で
あ
る
。 

⑺ 

釜
場
遺
跡 

こ
こ
は
最
上
川
河
岸
段
丘
と
見
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

荒
砥
川
左
岸
に
な
り
等
高
線
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
で

縄
文
時
代
と
見
ら
れ
る
石
器
が
表
面
採
集
さ
れ
て
い
る
。
痕

跡
の
微
弱
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

⑴ 

中
堀
遺
跡 

中
山
地
区
の
遺
跡
は
今
ま
で
知
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
は
、
中
堀
遺
跡
だ
け
で
あ
る
。
標
高
三

八
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
と
こ
ろ
で
、
大
瀬
方
面
に
下
る

二
つ
の
小
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
で
あ
る
。
採
集
遺
物
は
土
器

大

平

山

の

一

部



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

片 

一
九
、
土
器
底
部 

一
、
掻
器 

二
の
み
で
あ
っ
た
。
中
山
の
遺
跡
は
、
他
に
も
有
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
萩
野
の
村
松
台
地

（
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
や
、
白
鷹
山
東
側
中
腹
の
獄
原
（
六
四
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
よ
う
な
高
所
に
も
遺
跡
は
あ
る
の
で
、
綿
密
な
調

査
を
す
れ
ば
必
ず
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
後
の
調
査
で
、
中
山
と
摂
待
の
境 

 
 

で
石
ベ
ラ
の
単
独
収
集
が
あ
っ
た
が
、
遺
跡
と
す
る
に
は
い
た
ら
な
い
。 

中

山

分 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑵ 

上
窪
遺
跡 

こ
こ
の
遺
跡
は
、
元
鷹
山
中
学
校
敷
地
整
備
の
際
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遺
物
は
萩
野
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
遺
跡
の
遺
物
を
混
在
し
、
か
つ
調
査
当
時
の
も
の
は
失
わ
れ
て
い
る
。
縄
文
中
期
の
遺
物
で
打
石
斧
、
石
匙
、
刃
器
な
ど
で
あ
る
。

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
に
在
る
。 

⑶ 

原
川
遺
跡 

萩
野
小
学
校
東
北
方
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル

附
近
、
温
水
貯
水
池
の
南
端
で
標
高
三
六
〇

メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
採

集
で
き
た
遺
物
と
し
て
は
土
器
片
は
少
な
く

二
、
亀
ノ
子
形
掻
器 

一
、
掻
器 

一
〇
な

ど
で
あ
る
。 

⑷ 

萩
野
浜
遺
跡 

終
戦
後
の
開
拓
入
植
地
で
あ
る
が
、
現
在
は

全
戸
移
転
し
て
い
る
。
標
高
五
二
〇
メ
ー
ト

ル
の
等
高
線
の
附
近
で
あ
る
。
遺
物
と
し
て

は
、
昭
和
三
十
七
年
の
調
査
の
時
に
前
期
的

特
徴
を
も
つ
土
器
片
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

そ
の
後
の
採
集
で
は
土
器
片 

三
、
打
石
斧



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

東 
 

根 
地 

 

区

一
、
掻
器 

一
〇
、
鋸
状
刃
器 

一
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
縄
文
中
期
の
遺
跡
と
見
ら
れ
る
。 

⑸ 

萩
野 

村
松
遺
跡 

萩
野
浜
遺
跡
に
続
く
台
上
で
、
標
高
五
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
附
近
の
緩
傾
斜
台
地
で
あ
る
。
地
質
は
表
土
が
浅
く
、
下
は
赤

土
で
あ
る
。
採
集
で
き
た
遺
物
は
土
器
片 

九
、
石
ベ
ラ 

一
、
掻
器 

六
、
三
角
尖
頭
器
二
な
ど
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
煙
草
畑

と
な
っ
て
い
る
。 

⑹ 

滝
野 

村
松
遺
跡 

萩
野
村
松
遺
跡
の
西
方
で
、
同
じ
台
地
傾
斜
面
の
末
端
部
に
あ
る
。
採
集
遺
物
は
縄
文
中
期
の
土
器
、
石
器
と
さ
れ
て
い
る
。 

⑺ 

針
生 

滝
沢
遺
跡 

こ
の
痕
跡
は
極
め
て
微
弱
で
あ
っ
て
、
表
面
採
集
に
於
い
て
石
器
数
片
を
見
る
程
度
で

あ
る
。
遺
跡
と
し
て
呼
ぶ
に
は
、
尚
調
査
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

東
根
地
区
の
縄
文
遺
跡
は
標
高
二
九
三
メ
ー
ト
ル
の
太
郎
山
の
山
裾
東

北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
集
中
し
て
お
り
、
次
い
で
思
い
川
上
流
の
杉
沢

地
区
に
あ
る
。
こ
の
地
区
で
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
東
根
小
学
校
西
部
平
地
に

あ
る
岡
ノ
台
遺
跡
と
、
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
の
高
所
に
あ
る
浅
立
八
カ
森
遺
跡
で

あ
る
。
岡
ノ
台
遺
跡
は
縄
文
遺
跡
の
地
形
と
し
て
は
興
味
深
く
、
痕
跡
が
顕
著
で
あ
れ
ば

き
わ
め
て
価
値
の
大
き
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
金
池
遺
跡
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
、

完
形
土
器
の
掘
り
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
縄
文
中
期
末
の
特
徴
を
見
せ
る
器
形
で
あ
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑴ 

杉
沢 

仲
小
路
遺
跡 

杉
沢
地
区
を
流
れ
る
思
い
川
両
岸
に
は
数
カ
所
遺
跡
が
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
現
在
で
は
仲
小
路
遺
跡
と
下
在
家
遺
跡
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
仲
小
路
遺
跡
の
遺
物
は
縄
文
中
期
と

見
ら
れ
る
土
器
片 

 
 

と
石
斧
二
、
石
槍
二
、
石
ベ
ラ
二

が
あ
る
。 

⑵ 

下
在
家
遺
跡 

表
面
採
集
で
あ
る
が
、
打
石
斧
一
と
石
ベ
ラ
一
が
見
ら
れ

る
。
現
在
は
田
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
遺
跡
と
し
て
確
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
杉
沢
地
区
の
遺
跡
は
思
い
川
を
は
さ
ん

で
両
岸
に
あ
り
、
他
に
磨
製
石
斧
三
、
石
ベ
ラ
一
〇
、
石
匙

一
、
石
鏃
一
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
収
集
の
場
所
は
不
明
で

あ
る
。 ⑶ 

畔
藤 

仙
香
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
の
と
こ
ろ
で
、

縄
文
中
期
と
見
ら
れ
る
土
器
片
、
石
器
の
出
土
を
み
て
い
る
。

隣
接
し
て
金
池
遺
跡
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
同
時
期
と
考
え

ら
れ
る
。 

少 
 

量 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑷ 

畔
藤
（
小
山
沢
） 

金
池
遺
跡 

仙
香
遺
跡
に
南
接
す
る
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
附
近
で
、
個
人
の
宅
地
で
あ
る
。
以
前
か
ら
耕
作
、
整
地
な
ど
の
際
に
土
器
片
、

石
器
な
ど
の
出
土
を
み
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
八
年
春
、
天
地
返
し

．
．
．
． 

 
 

 
 

の
作
業
の
際
完
形
土
器
が
掘
り
出

さ
れ
た
。
地
形
は
耳
堂
川
右
岸
の
段
丘
上
で
、
対
岸
の
金
池
入
に
は
広
範
囲
に
遺
物
を
み
る
金
池
入
遺
跡
が
あ
る
。 

⑸ 

畔
藤
（
小
山
沢
） 

金
池
入
遺
跡 

耳
堂
川
左
岸
で
対
岸
に
は
完
形
土
器
の
出
土
が
あ
っ
た
金
池
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
川
岸
か
ら
山
裾
ま
で
広
い
範
囲
に
遺
物

を
見
る
。
出
土
遺
物
で
採
集
さ
れ
た
も
の
は
土
器
片
が
主
で
あ

る
が
、
耕
作
時
に
は
頁
岩
石
片
を
多
数
見
る
と
い
う
。
山
裾
に

道
路
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
削
土
面
に
貯
蔵
穴
ら
し
い
も
の
が

あ
り
土
器
片
が
採
集
さ
れ
た
。
時
期
は
対
岸
の
金
池
遺
跡
と
同

じ
く
、
縄
文
中
期
末
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

⑹ 

畔
藤
（
小
山
沢
） 

中
丸
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
、
耳
堂
川
に
添
う
小
山
沢
集
落
の
最
奥
部
に
あ

る
。
現
在
遺
物
の
拾
集
は
極
少
で
あ
る
が
、
縄
文
中
期
の
土
器

片
、
石
器
が
あ
る
。 

⑺ 

畔
藤 

太
郎
山
遺
跡 

第
二
次
大
戦
中
、
燃
料
と
し
て
松
根
油
を
と
る
た
め
松
の
根
を
掘
っ
た
際
に
打
石
斧
な
ど
の
石
器
が
発
見
さ
れ
た
。
標
高
二
九
三

メ
ー
ト
ル
の
独
立
し
た
山
で
あ
る
。 

表

土

と

中

の

土

を

入

れ

か

え

る



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⑻ 

広
野 

岡
ノ
台
遺
跡 

東
根
小
学
校
北
西
部
で
、
海
抜
一
八
五
メ
ー
ト
ル
余
の
平
地
で
あ
る
。
白
鷹
町
で
は
た
だ
一
カ
所
河
岸
段
丘
よ
り
低
部
で
あ
っ
て
、

縄
文
遺
跡
と
し
て
は
特
殊
で
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
遺
物
は
縄
文
晩
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
遺
跡
と
し
て
の
遺
物
な
の
か
、
何
等
か
の

理
由
に
因
っ
て
遺
物
が
移
動
し
、
こ
の
地
で
発
見
さ
れ
た
も
の
か
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

⑼ 

浅
立 
小
山
遺
跡 

浅
立
の
北
端
、
丘
の
突
出
し
た
と
こ
ろ
で
等
高
線
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
最
上
川
右
岸
河
岸
段
丘
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
土

器
片
の
採
集
は
無
く
石
器
、
石
片
の
み
で
あ
っ
て
縄
文
中
期
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

⑽ 

浅
立 

馬
冷
場
遺
跡 

こ
の
遺
跡
は
中
丸
遺
跡
の
西
に
接
す
る
遺
跡
で
、
遺
物
の
土
器
片
の
中
に

縄
文
後
期
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
遺
跡
で

あ
る
。 ⑾ 

浅
立 

堤
ノ
入
遺
跡 

馬
冷
場
遺
跡
に
西
隣
す
る
遺
跡
で
、
縄
文
中
期
の
土
器
片
の
採
集
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

⑿ 
浅
立 

小
狭
遺
跡 

遺
物
採
集
の
稀
薄
な
遺
跡
で
、
僅
か
に
土
器
片
を
み
る
。 

⒀ 

浅
立 
薬
師
入
遺
跡 

浅
立
南
部
に
あ
っ
て
、
僅
か
な
が
ら
石
器
の
出
土
が
あ
る
。 



第二章 原始時代 
第三節 縄文時代 

⒁ 

浅
立 

八
ヵ
森
遺
跡 

浅
立
に
東
接
す
る
標
高
三
六
六･

三
メ
ー
ト
ル
の
高
地
の
東
凹
部
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
附
近
で
開
懇
の
際
土
器
片
、
石

器
の
出
土
が
あ
り
、
縄
文
中
期
の
遺
跡
で
あ
る
。 

以
上
の
外
、
堤
ノ
入
遺
跡
か
八
カ
森
遺
跡
か
出
所
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
完
形
に
近
い
縄
文
晩
期 

 

の
小
形
壺

形
土
器
が
出
土
し
て
い
る
（
第

45
図
）
。 

工

字

文

様


